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今週のキーワード

宇宙経済圏
製造・AI・電力、新フロンティアへ

47
件

記事数

7
カ国

対象国

100Gbps
光衛星間L

50年以上
電池寿命

今週の全47記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
ispace、H3ロケット採
用

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
ispaceが次世代月着陸船ULTRAに国産H3ロケット採
用、日本の商業月輸送システム構築を加速。

#02
Amazon
Leo、光リンク

新技術発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

Amazon Leoが100Gbps光衛星間リンク搭載を発表、
高速・低遅延メッシュネットワークでStarlinkに対抗
。

#03 ISS微小重力結晶 研究成果
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
ISSで微小重力下タンパク質・半導体結晶が高品質に
成長、創薬や高性能エレクトロニクスに期待。

#04 IST、LC1進捗公開 インフラ
進捗

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
●

ISTが北海道スペースポートLC1の建設進捗を公開、
将来の衛星打ち上げ事業を支える重要インフラ。

#05 Artemis計画に警鐘 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
米国GAOがNASAアルテミス計画の予算削減と計画変
更に警鐘、ミッション成功に深刻な影響の可能性。

#06 宇宙腫瘍学が台頭 研究分野
紹介

●●●●
○

●○○○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

宇宙腫瘍学が台頭、微小重力下の癌研究が創薬や治療
法開発に革新をもたらす可能性。

#07 Northrop軌道上ロボ 新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Northrop Grummanが軌道上サービス向けロボット
宇宙機MRVを打ち上げ、衛星寿命延長と運用柔軟性を
向上。

#08 ガラスバブル熱防御 材料技術
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ガラスバブルが宇宙機熱防御システム（TPS）の軽量
化と断熱性能を大幅向上、再突入技術に貢献。

#09 中国、雷撃乗り越え 運用実績
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
中国が雷撃を乗り越えデータ中継衛星「天鏈2号06」
を打ち上げ成功、ロケットの耐雷設計を実証。

#10
NASAタイタンドロー
ン

探査計画
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

NASAが土星衛星タイタン探査向け原子力ドローン「
Dragonfly」の主要アセンブリを開始、生命の兆候を
探る。

#11 宇宙医薬品製造 研究成果
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
NASAが植物を用いた宇宙での医薬品製造研究を発表
、深宇宙ミッションの医療自立を加速。

#12 Starshipシールド課題 技術課題
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
SpaceX Starshipの再突入シールドが熱ブリッジング
とプラズマ侵入問題に直面、迅速な再利用に課題。

#13 NASAとBlue Origin 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
NASAとBlue OriginがNew Glennロケットエンジン試
験で提携、Artemis計画加速へ。

#14 Artemis着陸地点再考 計画変更
議論

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

Artemis IIパイロットがArtemis IV月面着陸地点の再
考を提案、南極から赤道付近への変更議論。

#15 City Labs原子力電池 新製品発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

City Labsが小型原子力電池を軌道に投入、宇宙探査
向け長期電力供給を実証。

#16 英・スイス製薬提携 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
英国・スイスが宇宙活用製薬製造で提携、微小重力下
R&D;効率化と3000億ドル市場活性化へ。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#17
宇宙製造スタートアッ
プ

市場概観
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
宇宙製造スタートアップ上位15社が微小重力下製造を
牽引、先進半導体や医薬品開発で革新。

#18
Outlier
Space資金調達

企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Outlier Spaceが微小重力下医薬品・シリコン製造向
け衛星開発で1050万ドル調達、宇宙製造を加速。

#19
Planet
Labs軌道上製造

新製品発
表

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

Planet Labs & Metalsが微小重力下で先進材料・生体
医療製品を製造する軌道上プラットフォームを発表。

#20
元NASA、Starship警
鐘

技術課題
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
元NASA専門家がSpaceX Starshipの再突入シールド
の課題を指摘、迅速な再利用目標は困難。

#21
中国、ロケットネット
回収

新技術実
証

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

中国がロケット第1段ブースターの海上ネット回収に
成功、再利用技術で宇宙開発競争に新たな一手。

#22 Voyager、半導体製造 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Voyager Technologiesが軌道上半導体製造の商業規
模拡大へ提携、次世代宇宙ステーションStarlab活用
。

#23 NASA、HALEU燃料 政策・技
術

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

NASAとRadiant社がHALEU燃料を獲得、火星・月探
査向け原子力ミッション「SR-1 Freedom」を加速。

#24 火星原子炉コスト増 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
NASA火星原子炉ミッション「SR-1 Freedom」のコ
ストが21億ドルに増加、予算課題が浮上。

#25 中国CNSA宇宙計画 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
中国CNSAが天宮ステーション運用、有人月探査、メ
ガコンステレーションなど野心的な宇宙計画を推進。

#26 トカマク熱防御研究 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
DIII-Dトカマクが宇宙機熱防御材研究に活用、木星大
気突入時のデータ不一致解決へ貢献。

#27 Am-241原子力発電 新技術発
表

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

英国Perpetual AtomicsがAm-241使用の原子力発電
システムを開発、月・火星・深宇宙ミッション向け。

#28 ORBES検査衛星 新製品発
表

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

ORBESが軌道上サービス向け検査衛星「Exo-ORB」
を発表、将来はロボットアームで修理も可能に。

#29 ソフトバンク光無線 技術戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

ソフトバンクがNTN向け光無線通信の可能性を提示、
LEO・GEO衛星・HAPSを統合しグローバル接続性向
上。

#30 Amazon Leo D2D 新技術発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

Amazon LeoがD2Dシステム導入を申請、光衛星間リ
ンクでインテリジェントルーティングを実現。

#32 宇宙製造本格化 市場概観
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
Varda、Redwire、Northrop Grummanが宇宙製造を
牽引、微小重力下での医薬品・材料生産が本格化。

#33 GNRs耐放射線性 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
アリゾナ大学がグラフェンナノリボンで耐放射線性半
導体・センサーを実現、宇宙・核融合炉向け。

#34 Park複合材投資 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Park Aerospaceがタルサに先進複合材料製造施設へ6
500万ドル投資、航空宇宙・宇宙需要に対応。

#35 東レ、eVTOL提携 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
Sora Aviationと東レがeVTOL機「Sora S-1」製造で
提携、先進炭素繊維複合材料で軽量化・高性能化。

#36 KERI、SiC電池実証 研究成果
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
韓国KERIがSiCベースのベータボルタ電池を50年以上
稼働実証、深宇宙ミッション向け超長寿命電源。

#37 韓国MID宇宙部品 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
韓国MIDが宇宙部品国産化へ1060万ドル調達、新セ
ラミックパッケージ工場建設で高信頼性部品供給。

#38
Intel、宇宙AIプロセッ
サ

新製品発
表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

IntelがAIアクセラレーションと放射線耐性を統合した
宇宙向けプロセッサ「Starfire」を発表。

#39 Microchip、Hailo買収 企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
MicrochipがHailo買収でエッジAI戦略を強化、宇宙・
産業分野でのAI処理能力を拡大。

#40 VORAGO耐放射線MC 新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

VORAGOがHARDSIL®技術で耐放射線性マイクロコ
ントローラを拡充、宇宙・航空宇宙・防衛向け。

#41
中国、400V電力シス
テム

新技術実
証

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

中国が世界初の軌道上400V級宇宙電力システム試験
を天舟10号で成功、有人月探査の電力基盤強化。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#42 インド国産衛星電池 新製品発
表

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●○○○
○

インドTakeMe2Spaceが国産衛星電池パック「Power
Bank-50」の宇宙ミッション成功、サプライチェーン
強化。

#43
CAPSTONE
02ミッション

技術実証
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

NASAのCAPSTONE 02ミッション、2027年に月軌道
で自律航行と通信技術を実証しアルテミス計画を支援
。

#44 中国、宇宙AIネット 技術戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
中国が宇宙ベースAIコンピューティングネットワーク
「Xingshu」を展開、衛星をインテリジェント化。

#45 軌道上DC冷却特許 新技術発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

CaltechとSophia Spaceが軌道上データセンター向け
受動冷却システムで特許取得、2028年販売開始へ。

#46 Kepler欧州拡大 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

Kepler Communicationsが欧州でセールスディレク
ター募集、軌道上コンピューティングとデータ中継サ
ービスを拡大。

#47
Northrop
MRV打ち上げ

新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Northrop Grummanがロボット宇宙船MRVを打ち上
げ、衛星の寿命延長・修理など軌道上サービスを強化
。

#48 Redwire新施設 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Redwireが最先端の宇宙対応R&D;・製造施設をオー
プン、宇宙産業の生産能力を加速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 宇宙空間での「工場」は、日本の材料・半導体産業の設計前提を覆すか？
微小重力下での医薬品、高純度半導体、超低損失光ファイバー製造が本格化しています。Varda社は抗HIV薬結晶化に成
功し、Voyager社は軌道上半導体製造を商業化へ。地球上では不可能な品質と性能を持つ材料が宇宙で生産される時代が
到来しつつあります。貴社の製品開発戦略に「宇宙製造」は織り込まれていますか？

❷ 中国の「宇宙強国」戦略は、日本の宇宙産業に新たな機会と脅威をもたらすか？
中国は年間60回以上の打ち上げ、天宮ステーション運用、2030年有人月探査、そして約1000機のAI衛星ネットワーク「
Xingshu」を展開し、宇宙ベースのコンピューティング能力を強化しています。これは日本の宇宙産業にとって、部品供
給や技術提携の機会となる一方で、技術的優位性の喪失や国際競争激化の脅威となります。貴社は中国の動向をどう評価
し、戦略に反映していますか？

❸ 長寿命・耐放射線性電源とAIプロセッサは、日本の深宇宙探査・月面開発を加速させるか？
韓国KERIは50年以上稼働可能なSiCベースのベータボルタ電池を実証し、IntelはAIアクセラレーションと放射線耐性を統
合した宇宙向けプロセッサ「Starfire」を発表しました。これらの技術は、月面基地や火星探査における長期電力供給と自
律運用に不可欠です。日本の宇宙探査計画や月面開発において、これらの革新的な電源・コンピューティング技術をどの
ように活用し、国際競争力を高めるべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

宇宙製造

中国戦略

宇宙AI

SiC電池

国産月輸送
光無線NTN

Starship課題

Artemis課題

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 宇宙製造 注意 高品質材料の生産 競争激化、技術遅れ

● 中国戦略 注意 新市場創出 技術・市場競争

● 宇宙AI 注意 衛星の高性能化 技術競争激化

● SiC電池 機会大 長寿命電源確保 —

● 国産月輸送 機会大 国内産業活性化 —
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● 光無線NTN 機会大 グローバル通信網 —

● Starship課題 脅威大 — 計画遅延、コスト増

● Artemis課題 脅威大 — 計画の不安定化
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深掘り ① ― 宇宙空間での商用製造が本格化
#32 | 2026/07/30 | Vertex AI Search (Google Cloud Blog) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

微小重力下での製造が、医薬品、高度材料、軌道上サービスといった多様な分野で急速に商業化され、新たな軌道経済
圏を形成しています。Varda Spaceは再利用可能なカプセルで薬剤化合物の軌道上処理・地球帰還ビジネスを確立し、
2026年5月には6回目のミッションを完了。RedwireはISS上でZBLAN光ファイバー製造やヒト心臓組織バイオプリン
ティングに成功し、Northrop
Grummanは軌道上サービス向けロボット宇宙機MRVを打ち上げ、衛星の寿命延長・修理サービスを開始しました。

微小重力環境は、地球上では重力による対流や沈降が避けられない結晶成長や材料混合において、極めて均一で純度の
高い製品を生み出す優位性があります。これにより、超高純度半導体結晶、高性能合金、特殊なタンパク質結晶、細胞
組織の生産が可能となり、地球上の製造プロセスが持つ物理的制約を克服する技術として注目されています。宇宙への
アクセスコスト低下と自動化・ロボット技術の進歩が、宇宙製造の商業化を加速させています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

Varda社の6回ミッション完了やRedwire社のZBLAN光ファイバー製造成功は、宇宙製造が研究段階か
ら商業化へ移行している明確な証拠です。ただし、商業規模でのコスト競争力や地球への輸送・回収コ
スト、製品の品質保証・認証、放射線環境下での長期安定性といった課題は依然として残ります。 【機
会】日本の材料メーカーは、微小重力下でしか作れない高純度半導体材料、超低損失光ファイバー、特
殊合金、医薬品結晶などのニッチ市場に参入する大きな機会があります。製薬企業は新薬開発の効率化
に繋がるでしょう。 【脅威】海外企業がこの分野で先行しており、日本の技術・製造基盤が遅れると、
将来の高付加価値材料のサプライチェーンから排除されるリスクがあります。R&D;部門は微小重力下で
の材料特性研究を強化し、経営企画は宇宙製造スタートアップへの投資や提携を検討すべきです。

深掘り ② ― 中国国家航天局（CNSA）の野心的な宇宙計画
#25 | 2026/07/26 | Orbital Radar | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

中国国家航天局（CNSA）は、独自の恒久的に有人宇宙ステーション「天宮」の安定運用を確立し、2030年までの有人
月面着陸を目指す野心的な月探査プログラム（嫦娥計画）を積極的に推進しています。さらに、火星サンプルリターン
ミッションや、Starlinkに対抗する大規模な衛星インターネットコンステレーション（国網、千帆）など、多岐にわた
る宇宙開発計画を進めています。中国は現在、年間60回以上の軌道打ち上げを行い、どの国よりも多くのロケットを宇
宙に送り出しています。

「天宮」宇宙ステーションは長期的な有人科学研究プラットフォームを提供し、月探査計画「嫦娥」は将来の月面基地
建設を見据えています。メガコンステレーション計画は世界規模でのブロードバンドインターネット接続を目指し、米
国のStarlinkと競合します。これらの計画は、中国のロケット技術、宇宙通信技術、有人宇宙飛行能力の急速な進展に
よって支えられており、中国が宇宙開発の新たな主要プレイヤーとしての地位を確立していることを示しています。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

中国の年間60回以上の打ち上げ実績や天宮ステーションの安定運用は、その技術力と実行力を明確に示
しています。2030年までの有人月面着陸目標も野心的ですが、実現可能性は高いと評価できます。ただ
し、技術の透明性や国際協力の枠組み、宇宙デブリ問題への対応は依然として課題です。 【機会】中国
の巨大な宇宙市場への参入機会（部品供給、技術提携）が考えられます。特に、中国のメガコンステレ
ーション向け部品や、月探査関連の技術協力は注目に値します。 【脅威】中国の宇宙空間での活動領域
の拡大は、技術的優位性の喪失や地政学的リスク、国際標準化における影響力低下に繋がり、日本の宇
宙産業の競争力低下を招く可能性があります。経営企画は中国の宇宙戦略を継続的に監視し、競合分析
を強化すべきです。
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深掘り ③ ― 韓国KERI、50年以上稼働可能なSiCベースのベータボルタ電池を世界初実証
#36 | 2026/07/27 | EurekAlert! | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

韓国電気研究院（KERI）は、充電や交換なしで50年以上にわたり安定した電力を供給できる、炭化ケイ素（SiC）ベー
スのベータボルタ電池の国内初の本格実証に成功しました。この革新的な電池は、従来のシリコンよりも熱および放射
線に強いSiCを活用することで、宇宙空間などの極限環境でも信頼性の高い電力供給を実現します。研究チームは、放
射線を効率的に電気に変換するp-i-nダイオード構造を最適化し、宇宙放射線環境をシミュレートした条件下で長期耐久
性データを取得しており、深宇宙ミッションや長寿命センサーへの応用が期待されます。

このベータボルタ電池は、放射性同位体が放出するベータ粒子を半導体接合部で捕獲し、電気エネルギーに直接変換す
る原理を利用しています。KERIの研究チームは、変換効率を最大化するためにp-i-nダイオード構造を精密に最適化し
、約20%の変換効率を達成しました。さらに、-100℃から300℃を超える過酷な温度変化や高レベルの放射線環境下で
も安定稼働が見込まれる長期耐久性をデータで実証しており、宇宙ミッションにおける電力供給の課題を克服する新た
なソリューションとして注目されています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

KERIによる50年以上の稼働実証は、ベータボルタ電池の実用化に向けた画期的な成果です。SiCの放射
線耐性と熱安定性は理論的にも優位性があり、変換効率20%も実用化に向けた重要な一歩と評価できま
す。しかし、出力電力のスケールアップ（マイクロワットからミリワット級）、コスト削減、安全性（
放射性物質の封じ込め）、量産技術の確立が今後の課題です。 【機会】日本の電池メーカー、SiC半導
体メーカーは、この技術を深宇宙探査機、月面基地、極限環境センサー向けに共同開発する大きな機会
があります。長寿命電源は日本の宇宙探査計画に不可欠な要素となるでしょう。 【脅威】韓国がこの分
野で先行し、日本の技術開発が遅れると、将来の宇宙電源市場で競争力を失うリスクがあります。R&D;
部門はSiCベースのベータボルタ電池技術の調査と、自社技術とのシナジーを検討し、経営企画は韓国K
ERIとの共同研究や技術提携の可能性を探るべきです。

その他の注目記事
日本のispace、月着陸船「ULTRA」2028年打ち上げに国産H3ロケット採用を決定 (The Japan Times)
技●●●○○ 実●●●○○ 市●●●●○

日本の商業月輸送システム構築に向けた重要な一歩。H3ロケットの信頼性向上と国内サプライチェーン活性化に期待。

Voyager Technologies、軌道上半導体製造の商業規模拡大へ戦略的パートナーシップを締結 (Voyager Technologies)
技●●●●○ 実●●●○○ 市●●●●○

微小重力下での高品質半導体製造が商業化へ。Starlabでの生産は、次世代AIや量子コンピューティングの性能向上に
貢献する可能性。

ソフトバンク、NTN実現に向けた光無線通信の可能性を提示：衛星間・静止軌道衛星・HAPS活用 (SoftBank)
技●●●●○ 実●●○○○ 市●●●●○

LEO-GEO-HAPSを統合した光無線通信は、5G/6G、IoT、自動運転など、日本のグローバル通信インフラに革命をもた
らす可能性を秘める。

Sora Aviationと東レ・アドバンスト・コンポジットがeVTOL機「Sora S-1」製造で提携 (AIN)
技●●●○○ 実●●●○○ 市●●●●○

東レの先進炭素繊維複合材料がeVTOL機の軽量化と高性能化に貢献。日本の材料技術が次世代モビリティを牽引する好
事例。

Intel、AIアクセラレーションと放射線耐性を統合した初の宇宙向けプロセッサ「Starfire」を発表 (Semiconductor Engineering)
技●●●●○ 実●●●●○ 市●●●●○
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宇宙でのリアルタイムAI処理と自律運用を可能にする画期的なプロセッサ。日本の衛星・探査機の高性能化に不可欠な
技術となる。

中国、「Xingshu（スターハブ）」ネットワークでAI時代に対応した宇宙ベースのコンピューティング能力を強化 (CIO)
技●●●●○ 実●●●○○ 市●●●●●

中国が約1000機のAI衛星ネットワークを展開。軌道上でのリアルタイムデータ処理は、地球上の産業に新たな価値を
もたらし、日本のAI・宇宙産業に大きな影響を与える。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】SiCベータボルタ電池の最新研究動向を調査し、自社技術への応用可能性を検討する。

• 【経営企画】中国の宇宙産業における主要プレイヤー（CNSA、民間企業）の動向を分析し、潜在的なパートナ
ーシップや競合リスクを評価する。

▍短期（1ヶ月）
• 【材料開発】微小重力下での材料製造に関する技術ロードマップを策定し、高純度半導体、光ファイバー、医薬
品結晶などの研究テーマを具体化する。

• 【半導体PKG】Intel「Starfire」やVORAGO「HARDSIL®」など、耐放射線性AIプロセッサの技術詳細を評価
し、自社の宇宙向け部品開発戦略に組み込む可能性を探る。

• 【EV設計】東レのeVTOL向け複合材料供給事例を参考に、次世代モビリティにおける軽量化材料のサプライチ
ェーン戦略を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営層】宇宙製造、宇宙AI、月面電力システムなど、成長する宇宙経済圏への参入戦略を具体化し、必要なR
&D;投資、M&A;、国際提携を検討する。

• 【調達】国産ロケットや衛星部品のサプライチェーン強化に向け、国内スタートアップとの連携を模索し、技術
的なギャップを特定する。

• 【R&D;】ソフトバンクが提唱する光無線通信を活用したNTNアーキテクチャについて、通信デバイスや光部品
の観点から技術的貢献の可能性を評価する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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築へ
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#07 Northrop Grumman、軌道上サービス向けロボット宇宙機を打ち上げ：衛星寿命延長と柔軟な
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#22 Voyager Technologies、軌道上半導体製造の商業規模拡大へ戦略的パートナーシップを締結
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#33 アリゾナ大学、グラフェンナノリボンで宇宙・核融合炉向け耐放射線性半導体とセンサーを実現
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#35 Sora Aviationと東レ・アドバンスト・コンポジットがeVTOL機「Sora S-1」製造で提携
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サプライチェーンを強化
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計画を支援

#44 中国、「Xingshu（スターハブ）」ネットワークでAI時代に対応した宇宙ベースのコンピューテ
ィング能力を強化



#45 CaltechとSophia Space、軌道上データセンター向け受動冷却システムで特許取得、2028年販
売開始へ

#46 Kepler Communications、欧州セールスディレクター募集で軌道上コンピューティングとデー

タ中継サービスを欧州で拡大

#47 Northrop Grumman、軌道上での衛星サービス向けロボット宇宙船MRVを打ち上げ、MEPと
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#48 Redwireが最先端の宇宙対応R&D・製造施設をオープン、宇宙産業の生産能力を加速



#01 日本のispace、月着陸船「ULTRA」2028年打ち上げ
に国産H3ロケット採用を決定

概要

日本の宇宙スタートアップispaceは、次世代月着陸船「ULTRA」の2028年打ち上げ
に、三菱重工業が開発する国産大型ロケットH3を使用する契約を締結しました。

公開日 2026年07月30日  The Japan Times  日本



詳細

主要成果

日本の宇宙スタートアップispaceは、次世代月着陸船「ULTRA」を2028年に打ち上げる
ため、三菱重工業のH3ロケットを使用する契約を正式に締結しました。これはispaceに
とって初の国産ロケットによるミッションであり、日本の商業宇宙産業における月輸送
システム構築に向けた重要な一歩となります。両社は、国内の技術と産業を統合した本
格的な月輸送システムの実現を目指し、協力関係をさらに強化すると発表しました。

技術・臨床詳細

ispaceの「ULTRA」月着陸船は、より大型で多くのペイロードを搭載できる能力を持
ち、月面での幅広い探査活動や物資輸送を支援することが期待されています。一方、H3

ロケットは、日本の宇宙航空研究開発機構（JAXA）と三菱重工業が開発した次世代基幹
ロケットであり、高い信頼性とコスト競争力を目指しています。今回ispaceがH3ロケッ
トを選定したことで、日本のロケット打ち上げ能力の商業利用が加速され、国内サプラ
イチェーン全体の活性化に貢献すると見られています。

背景・業界文脈

近年、世界の宇宙産業では、月探査や月面活動に向けた商業サービスへの関心が高まっ
ています。ispaceは、民間企業として月面着陸を目指し、これまでにミッション1で月
軌道投入に成功し、ミッション2でもデータ取得の実績があります。今回の国産ロケッ
ト採用は、国際的な月探査プログラムであるArtemis計画など、拡大する月経済圏にお
いて日本が存在感を示す上で極めて戦略的な意味合いを持ちます。自国製のロケットで
自国企業が月を目指すという構図は、日本の宇宙技術の成熟度を示す象徴的な事例と言
えるでしょう。



今後の展望

ispaceと三菱重工業は、今回の契約を通じて、将来の月面開発を見据えた技術連携をさ
らに深めることが予想されます。将来的には、月面での持続的な活動を支える輸送イン
フラの構築、さらには月資源の利用といった、より野心的な目標への足がかりとなる可
能性を秘めています。この動きは、日本の宇宙産業全体に波及効果をもたらし、国際競
争力の向上にも寄与するでしょう。今回の打ち上げは、日本の宇宙開発史における新た
な節目となることが期待されます。

元記事: https://www.japantimes.co.jp/business/2026/07/30/companies/ispace-lunar-lander-rocket/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.japantimes.co.jp/business/2026/07/30/companies/ispace-lunar-lander-rocket/


#02 Amazon Leo、100Gbps光衛星間リンクでStarlinkに
挑む高速・低遅延メッシュネットワーク構築へ

概要

Amazonは、低軌道衛星コンステレーション「Amazon Leo」（旧Project Kuiper）が、
各衛星に100 Gbpsの光衛星間リンク（OISL）機能を搭載することを発表しました。

公開日 2026年07月24日  Orbital Radar  アメリカ



詳細

主要成果

Amazonは、同社の低軌道（LEO）衛星コンステレーションである「Amazon Leo」（旧
称Project Kuiper）が、各衛星に最大100 Gbpsの赤外線レーザー接続を可能にする光衛
星間リンク（OISL）機能を搭載すると発表しました。これにより、Amazon Leoはデー
タが地上局を経由せずに衛星間で直接ルーティングされるメッシュネットワークを宇宙
空間に構築し、世界中で高速・低遅延のブロードバンドサービス提供を目指します。

技術・臨床詳細

光衛星間リンク（OISL）は、衛星間でテラビット級のデータをレーザー光で直接伝送す
る技術であり、従来の無線周波数（RF）通信に比べて大幅な高速化と低遅延化を実現し
ます。Amazon Leoのこのアーキテクチャは、データが地上のゲートウェイを経由する
頻度を最小限に抑えることで、特に遠隔地や海洋上でのサービス品質を向上させます。
各衛星が最大100Gbpsの通信能力を持つことで、コンステレーション全体で膨大なデー
タトラフィックを処理する基盤が確立されます。

背景・業界文脈

低軌道衛星ブロードバンド市場は、SpaceXのStarlinkが先行していますが、Amazon Leo

はOISLをフル活用した独自のメッシュネットワークで差別化を図っています。Starlink

も衛星間レーザーリンクを展開していますが、Amazonはインテリジェントなルーティ
ングとD2D（Direct-to-Device）システムとの連携により、さらに最適化されたサービス
を目指しています。この技術は、地上インフラが未整備な地域や災害時においても、信
頼性の高い通信手段を提供可能にし、デジタルデバイドの解消に貢献すると期待されて
います。



今後の展望

Amazon LeoのOISL機能は、衛星ブロードバンド市場における競争を激化させるだけで
なく、宇宙通信技術全体の進化を加速させるでしょう。今後、直接デバイスへのサービ
ス（D2D）導入に向けた申請も行われており、将来的にはスマートフォンなどの民生用
デバイスへの直接接続も視野に入れています。これにより、宇宙からのインターネット
アクセスはさらに普及し、IoT、自動運転、遠隔医療など、多岐にわたる分野での革新
的なアプリケーション開発を促進する可能性があります。

元記事: https://orbitalradar.com/satellites/operator/amazon-leo

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://orbitalradar.com/satellites/operator/amazon-leo


#03 NASA宇宙飛行士、ISSミッション完了で微小重力下
タンパク質・半導体結晶研究の成果報告

概要

NASA宇宙飛行士クリス・ウィリアムズ氏が国際宇宙ステーション（ISS）でのミッシ
ョンを完了し、微小重力下で高品質なタンパク質結晶と半導体結晶が成長したことを
報告しました。

公開日 2026年07月23日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASA宇宙飛行士クリス・ウィリアムズ氏が国際宇宙ステーション（ISS）でのミッショ
ンを無事終え、微小重力環境下で実施されたタンパク質結晶および半導体結晶の成長実
験が大きな成功を収めたことを報告しました。特に、宇宙空間で成長したタンパク質結
晶は、地球上で製造されたものと比較して格段に高い品質と均一性を示し、創薬研究に
新たな道を開く可能性が示されました。

技術・臨床詳細

微小重力環境では、地球上の重力の影響による対流や沈降が抑制されるため、より完璧
な結晶構造を形成することができます。タンパク質結晶化の分野では、これにより、が
ん治療薬をはじめとする医薬品の分子構造をより詳細に解析し、標的分子への結合メカ
ニズムを深く理解することが可能になります。一方、半導体結晶の研究では、高性能コ
ンピューターや人工知能（AI）システムに不可欠な、欠陥の少ない均質な材料の製造が
進展しました。これらの技術は、将来の宇宙産業だけでなく、地上での医療やエレクト
ロニクス分野にも革新をもたらすと期待されています。

背景・業界文脈

国際宇宙ステーション（ISS）は、微小重力を利用した科学研究のユニークなプラット
フォームとして機能しています。タンパク質結晶化は、新薬開発のボトルネックの一つ
であり、より高品質な結晶を得ることは、その開発期間とコストを大幅に削減する可能
性があります。また、半導体材料の品質向上は、次世代エレクトロニクスの性能を飛躍
的に高める基盤となります。これらの研究は、宇宙での商業製造、いわゆる「軌道上製
造」の可能性を広げ、宇宙経済の新たな柱となることが期待されています。



今後の展望

ウィリアムズ宇宙飛行士のミッションで得られたデータは、微小重力環境が持つ潜在能
力を改めて強調するものであり、今後の深宇宙探査における医療支援（宇宙飛行士自身
の医薬品製造など）や、地球上での難病治療法の開発に大きく寄与するでしょう。
NASAはこれらの成果を基に、より大規模な軌道上製造施設や、宇宙空間での材料科学
実験の推進を検討しており、宇宙が人類の技術革新に与える影響は今後さらに拡大して
いくと考えられます。

元記事: https://www.nasa.gov/missions/station/iss-research/nasa-astronaut-chris-williams-closes-out-

space-station-mission/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/missions/station/iss-research/nasa-astronaut-chris-williams-closes-out-space-station-mission/
https://www.nasa.gov/missions/station/iss-research/nasa-astronaut-chris-williams-closes-out-space-station-mission/


#04 日本の宇宙ベンチャーInterstellar Technologies、北
海道スペースポート「Launch Complex 1」の進捗を公開

概要

日本の民間宇宙輸送会社Interstellar Technologiesは、北海道スペースポートの
「Launch Complex 1」建設に関する最新の進捗状況を動画で公開しました。

公開日 2026年07月23日  Interstellar Technologies Inc.  日本



詳細

主要成果

日本の宇宙ベンチャーであるInterstellar Technologies（インターステラテクノロジズ、
IST）は、北海道スペースポートにおける主要な打ち上げ施設「Launch Complex 1」
（LC1）の建設状況について最新のアップデート動画を公開しました。同社は、準軌道
宇宙機「MOMO」で日本初の民間による宇宙到達を達成しており、このLC1は将来の衛
星打ち上げ事業を支える重要なインフラとなります。

技術・臨床詳細

北海道スペースポートのLC1は、ISTが開発する中・大型ロケットの打ち上げに対応する
ための施設で、ペイロード統合施設、燃料貯蔵施設、発射台などが含まれます。この施
設は、商用衛星の打ち上げ需要に応えるとともに、国内の宇宙産業エコシステムを強化
することを目的としています。ISTは、高頻度かつ低コストな宇宙輸送サービスの実現
を目指しており、LC1はそのビジョン達成に向けた基盤となります。

背景・業界文脈

ISTは、2019年に準軌道ロケットMOMOで民間単独としては日本初の宇宙到達を達成
し、日本の民間宇宙開発を牽引してきました。同社はJAXAの宇宙戦略基金プログラムの
衛星事業でステージゲートを通過するなど、着実に事業を拡大しています。北海道スペ
ースポートは、アジアにおける主要な宇宙港としての地位を確立しつつあり、国内外の
宇宙企業の打ち上げ需要を取り込むことを目指しています。このような民間主導のイン
フラ整備は、政府機関だけでなく商業部門の宇宙活動を活性化させる上で不可欠です。

今後の展望

LC1の完成と運用開始は、ISTの将来的な衛星打ち上げサービス（特に通信衛星関連事
業）の本格化を意味します。これにより、ISTはより大型のロケットや多様なペイロー
ドに対応できるようになり、国内外の顧客に対して競争力のある打ち上げ機会を提供す
ることが可能になります。北海道スペースポートは、民間宇宙開発のハブとして、日本
の宇宙産業全体の成長をさらに加速させる重要な役割を果たすでしょう。この進展は、
日本の宇宙産業が国際的な宇宙開発競争において存在感を高めるための礎となります。



元記事: https://www.istellartech.com/en

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.istellartech.com/en


#05 米国会計検査院、NASAのArtemis計画に警鐘：予算
削減と計画変更がミッション成功を阻害

概要

米国会計検査院（GAO）は、NASAの主要プロジェクト評価報告書を公開し、Artemis

ミッションの計画変更と大規模な人員削減が今後のプロジェクトに深刻な影響を与え
る可能性を指摘しました。

公開日 2026年07月23日  U.S. GAO  アメリカ



詳細

主要成果

米国会計検査院（GAO）は、NASAの主要プロジェクトに関する最新の評価報告書にお
いて、Artemisミッションの計画変更と2025年に実施された大規模な人員削減が、将来
の月探査ミッションの成功を危うくする可能性があると警告しました。Orion宇宙船が
Artemis IIミッションを成功裏に終えた一方で、Artemis III、IV、Vといった後続ミッショ
ンの焦点変更や関連プロジェクトの休止が懸念されています。

技術・臨床詳細

GAOの報告書は、NASAが過去に費用透明性の向上、コスト・スケジュール管理の確
立、買収リスク管理の強化に関して受けた勧告を完全に実施していないことを指摘して
います。Artemis計画は、人間を再び月面に送るという野心的な目標を掲げています
が、計画の変更や予算制約は、月着陸船、宇宙服、月面インフラなどの重要な要素の開
発に遅延やコスト超過をもたらす可能性があります。特に、人員削減は、複雑な宇宙ミ
ッション遂行に必要な専門知識や継続性を損なうリスクをはらんでいます。

背景・業界文脈

Artemis計画は、冷戦期のApollo計画以来、最も大規模な有人月探査プログラムです。
しかし、連邦政府の予算サイクルの影響や技術的課題、政治的優先順位の変化により、
計画は度々見直しを余儀なくされてきました。GAOは、連邦政府機関の支出と効率性を
監督する独立機関として、NASAのプロジェクト管理における潜在的な問題を早期に特
定し、納税者の資金が効果的に使用されているか監視する役割を担っています。今回の
報告は、今後のArtemis計画の実行可能性に直接的な影響を与える可能性があります。



今後の展望

GAOの警告は、NASAに対し、Artemis計画の目標達成に向けたより厳格なプロジェクト
管理と、費用・スケジュールの透明性確保を求める強いメッセージとなります。NASA

は、提言に応え、計画の安定化とリソースの最適化を図る必要があります。この報告書
は、議会や一般市民がArtemis計画の進捗と課題を理解するための重要な情報源とな
り、今後の予算配分や政策決定に影響を与える可能性も考えられます。計画の修正と改
善がなければ、人類の月面帰還という壮大な目標は、さらなる遅延や困難に直面するか
もしれません。

元記事: https://www.gao.gov/products/gao-26-108556

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.gao.gov/products/gao-26-108556


#06 宇宙腫瘍学が新たな研究分野として台頭：微小重力下
の癌研究と創薬に革新の可能性

概要

宇宙腫瘍学が新たな研究分野として注目され、微小重力と宇宙放射線が癌の進行、腫
瘍モデリング、創薬、治療反応に与える影響の解明が進められています。

公開日 2026年07月24日  Drishti IAS  インド



詳細

主要成果

宇宙腫瘍学が科学研究の新たなフロンティアとして急速に台頭しており、微小重力環境
と宇宙放射線が癌細胞の挙動、腫瘍の形成モデル、新薬開発、および治療法への反応に
どのように影響するかを解明する研究が進められています。宇宙空間は、癌生物学の根
本的なメカニズム、特に転移、治療抵抗性、放射線への反応といった地球上では観察し
にくい側面を研究するためのユニークな環境を提供します。

技術・臨床詳細

微小重力下の環境では、癌細胞は地球上とは異なる形で増殖し、従来の2D細胞培養や動
物モデルでは再現が困難な3D腫瘍モデルを形成することが示されています。これによ
り、癌の進行や薬剤反応に関するよりリアルな知見が得られる可能性があります。ま
た、宇宙環境はタンパク質結晶化の効率を向上させ、これにより、がん治療薬の標的分
子の構造解析がより高精度に行えるようになります。さらに、薬物送達システムの最適
化や、宇宙飛行士特有の健康課題（宇宙放射線による癌リスクの増加など）への対処と
いった応用も期待されています。

背景・業界文脈

従来の癌研究は、地球上の重力環境に限定されていましたが、宇宙腫瘍学は全く新しい
視点と研究手段を提供します。微小重力は、細胞の形状、遺伝子発現、細胞間相互作用
に影響を与え、これらが癌の特性にどう影響するかを直接的に観察できる貴重な機会で
す。この分野の進展は、地球上での難治性癌の治療法開発を加速させるだけでなく、将
来の長期宇宙ミッションにおける宇宙飛行士の健康管理にも不可欠な知見をもたらしま
す。

今後の展望

宇宙腫瘍学の発展は、医薬品開発の効率向上、より精密な癌診断、そして最終的には個
別化された癌治療法の実現へと繋がる可能性を秘めています。宇宙空間で得られるデー
タとモデルは、地球上の研究室では不可能だった発見を促し、新たな抗がん剤の開発や
既存治療法の最適化に貢献するでしょう。この分野への投資と国際的な協力の拡大は、
人類が癌と闘う上での次なるブレークスルーを生み出す鍵となるかもしれません。



元記事: https://www.drishtiias.com/daily-updates/daily-news-analysis/space-oncology-and-cancer-

treatment

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drishtiias.com/daily-updates/daily-news-analysis/space-oncology-and-cancer-treatment
https://www.drishtiias.com/daily-updates/daily-news-analysis/space-oncology-and-cancer-treatment


#07 Northrop Grumman、軌道上サービス向けロボット
宇宙機を打ち上げ：衛星寿命延長と柔軟な運用へ

概要

Northrop Grummanは、軌道上で衛星の修理、検査、移設、寿命延長などを自律的に
行うミッションロボットビークル（MRV）と3機のミッション延長ポッド（MEP）を打
ち上げました。

公開日 2026年07月23日  Military & Aerospace Electronics  アメリカ



詳細

主要成果

Northrop Grummanは、軌道上で衛星の修理、検査、移設、燃料補給、そして寿命延長
といった多岐にわたるサービスを自律的に提供するミッションロボットビークル
（MRV）と、3機のミッション延長ポッド（MEP）の打ち上げに成功しました。この革
新的なシステムは、商業および防衛宇宙組織にとって、宇宙資産の運用効率と柔軟性を
大幅に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

MRVは、DARPA（国防高等研究計画局）と米国海軍研究所との提携を通じて開発された
高度なロボットシステムを搭載しています。これにより、MRVは高精度な接近飛行、ド
ッキング、そしてロボットアームを用いた複雑な軌道上操作を自律的に実行できます。
MEPは、サービス対象の衛星に接続され、推進剤や電力などのリソースを追加供給する
ことで、衛星の運用寿命を数年間延長することが可能です。この技術は、軌道上でのメ
ンテナンスとアップグレードを標準化し、衛星の陳腐化リスクを低減する画期的なアプ
ローチです。

背景・業界文脈

衛星コンステレーションの増加と、老朽化した衛星の維持管理コスト増大に伴い、軌道
上サービス市場は急速に拡大しています。特に、商業衛星事業者や政府機関は、既存の
宇宙資産を最大限に活用し、新たな衛星を打ち上げるコストを削減する方法を模索して
います。Northrop Grummanは、以前からMEV（Mission Extension Vehicle）シリーズで
衛星寿命延長サービスを提供してきましたが、MRVの導入により、より広範で複雑な軌
道上メンテナンスへとサービス範囲を拡大します。これは、宇宙空間における持続可能
性とレジリエンスを高める上で不可欠な技術と認識されています。



今後の展望

MRVとMEPの成功は、軌道上サービスの新時代を切り開くものであり、将来的には軌道
上での製造、組立、さらには宇宙デブリ除去といった、より高度なミッションへの道を
開くでしょう。これにより、衛星の設計や運用方法に根本的な変化をもたらし、宇宙空
間の経済活動をさらに活発化させることが期待されます。Northrop Grummanは、この
技術を商業顧客と防衛顧客の両方に提供することで、軌道上でのサービス能力を世界的
にリードする企業としての地位を確立するでしょう。このプラットフォームは、宇宙機
が消耗品ではなく、修理・アップグレード可能な資産へと変革する可能性を秘めていま
す。

元記事: https://www.militaryaerospace.com/communications/article/55392968/northrop-grumman-

launches-robotic-spacecraft-for-satellite-servicing-missions

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#08 宇宙機熱防御システム向け「ガラスバブル」が軽量複
合材と断熱性能を大幅向上

概要

ガラスバブル（中空微小球）が宇宙機熱防御システム（TPS）の重要な材料として注目
され、軽量複合材設計と断熱性能を飛躍的に向上させることが示されました。

公開日 2026年07月24日  Glass-Bubble.com  国際



詳細

主要成果

宇宙機熱防御システム（TPS）の分野において、中空微小球であるガラスバブルが、そ
の革新的な特性により重要な材料として注目を集めています。この材料は、宇宙機の再
突入時に発生する極度の高温から機体を保護する能力を飛躍的に向上させるだけでな
く、複合材全体の軽量化にも大きく貢献することが実証されました。

技術・臨床詳細

ガラスバブルは、内部に空洞を持つ極めて微細な球体であり、その構造が優れた断熱特
性と低密度をもたらします。TPSにガラスバブルを組み込むことで、複合材の密度を大
幅に低減しつつ、熱伝導率を抑制することが可能になります。これにより、再突入時の
約1400°Cにも達する高温環境下での宇宙機の耐久性が向上し、同時に打ち上げコスト削
減に繋がる軽量設計が実現できます。また、ガラスバブルは、衛星の熱絶縁、極低温燃
料貯蔵システム、および先進複合構造など、他の宇宙機関連アプリケーションでも熱管
理と軽量化に寄与します。

背景・業界文脈

宇宙機の設計において、軽量化と熱防御は常に重要な課題でした。特に、再利用可能な
宇宙輸送システムや長期ミッションが増加するにつれて、熱防御システムの性能と耐久
性への要求は一層高まっています。従来の熱防御材には、重量や製造コスト、再利用性
に関する課題がありましたが、ガラスバブルのような先進材料の導入は、これらの制約
を克服する可能性を秘めています。これは、宇宙産業が持続可能性とコスト効率を追求
する上で不可欠な技術革新と位置付けられています。

今後の展望

ガラスバブル技術の応用は、次世代宇宙機の熱防御システム設計に革命をもたらし、火
星や他の惑星への有人探査ミッション、再突入技術、さらには高頻度で再利用されるロ
ケット部品の開発を加速させるでしょう。その軽量性と断熱性能の組み合わせは、宇宙
機のペイロード能力向上、運用コスト削減、そしてミッションの多様化に直接的に貢献
します。今後、さらなる材料科学研究と製造プロセスの最適化により、ガラスバブルは
宇宙探査の新たなフロンティアを切り開く鍵となることが期待されます。



元記事: https://www.glass-bubble.com/news/Glass-Bubbles-for-Spacecraft-Thermal-Protection-Systems-

642.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#09 中国、雷撃を乗り越えデータ中継衛星「天鏈2号06」
を長征3Bロケットで打ち上げ成功

概要

中国は2026年7月23日、西昌衛星発射センターから長征3Bロケットを用いてデータ中
継衛星「天鏈2号06」の打ち上げに成功しました。

公開日 2026年07月24日  India Today  インド



詳細

主要成果

中国は2026年7月23日、西昌衛星発射センターから長征3Bロケットを使い、データ中継
衛星「天鏈2号06」の打ち上げを成功させました。特筆すべきは、打ち上げ後わずか数
秒でロケットが雷撃を受けるという劇的な事態に見舞われながらも、飛行を正常に続
け、衛星を予定軌道に投入したことです。この出来事は、中国のロケットが持つ堅牢な
耐雷設計と高い信頼性を国際社会に強く印象付けました。

技術・臨床詳細

長征3Bロケットは、中国の主力打ち上げロケットの一つであり、主に静止軌道への衛星
投入に用いられています。「天鏈2号06」は、中国のデータ中継衛星システム「天鏈2

号」シリーズの一部であり、地球観測衛星や有人宇宙船、宇宙ステーションとのデータ
通信を中継する重要な役割を担います。今回の雷撃耐性に関する成功は、ロケットの電
気系統が高度な電磁両立性（EMC）設計を備え、外部からの強力な電磁干渉や放電現象
にも対応できることを示しています。これは、悪天候下での打ち上げ能力を高める上で
極めて重要な進展です。

背景・業界文脈

中国は近年、宇宙開発において目覚ましい進展を遂げており、有人宇宙飛行、月・火星
探査、独自の衛星コンステレーション構築など、野心的な計画を推進しています。特に
データ中継衛星は、宇宙インフラの「神経系」とも言える存在であり、地球低軌道上の
膨大な数の衛星とのリアルタイム通信を可能にすることで、宇宙活動全体の効率性と能
力を大幅に向上させます。今回の雷撃対応能力の実証は、中国の宇宙技術が、単なる打
ち上げ成功だけでなく、極限環境下での運用信頼性という質的な面でも成熟しているこ
とを示唆しています。



今後の展望

「天鏈2号06」の成功裏の運用開始は、中国の宇宙通信ネットワークの強化に直結し、
将来の宇宙ステーション「天宮」の拡張や、嫦娥計画などの月探査ミッション、さらに
は独自のメガコンステレーション計画を強力に支援します。雷撃に耐えたという実績
は、中国のロケット技術のさらなる信頼性向上を裏付け、国際的な宇宙市場における競
争力を高める要素となり得ます。これにより、中国は世界の宇宙大国としての地位を不
動のものにし、多様な宇宙ミッションの達成に向けて、より自信を持って取り組むこと
が可能になるでしょう。

元記事: https://www.indiatoday.in/science/story/watch-chinese-rocket-hit-by-lightning-seconds-after-

launch-keeps-flying-2955037-2026-07-24

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#10 NASA、土星衛星タイタン探査向け原子力ドローン
「Dragonfly」の主要アセンブリを開始

概要

NASAは、土星最大の衛星タイタンを探査する原子力動力ドローン「Dragonfly」の主
要な組み立て作業を開始しました。

公開日 2026年07月23日  Space Daily  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、土星最大の衛星タイタンを探査するための原子力動力ドローン「Dragonfly

（ドラゴンフライ）」の組み立て作業を正式に開始しました。この車サイズのドローン
は、2028年7月以降にSpaceXのFalcon Heavyロケットで打ち上げられ、2034年後半にタ
イタンに到達する予定です。Dragonflyは、地球以外で唯一、川、湖、雨（液体のメタ
ン）を持つことが知られているタイタンの表面を飛行し、生命の兆候を探す初の航空機
となる、非常に野心的なミッションです。

技術・臨床詳細

Dragonflyは、その過酷なタイタン環境で長期間運用するために、原子力電池（RTG：放
射性同位体熱電気転換器）を動力源とします。これにより、太陽光に依存しない安定し
た電力供給が可能となり、夜間や視界の悪い条件下でも探査を継続できます。ドローン
は複数のローターを備え、タイタンの濃密な大気と弱い重力を利用して効率的に飛行
し、様々な地点を移動しながら化学分析や地形調査を行います。搭載される科学機器
は、有機分子や液体のメタン、エタンの湖や川のサンプルを分析し、タイタンが過去ま
たは現在、生命を宿す可能性を探ります。

背景・業界文脈

タイタンは、地球と似たような大気サイクルを持つことで、太陽系内で最も生命の存在
が期待される天体の一つです。NASAはこれまで、Huygensプローブでタイタンの表面
に着陸したことがありますが、移動探査機で広範囲を調査するのはDragonflyが初めて
となります。このミッションは、地球外生命の探求だけでなく、極限環境下でのロボッ
ト技術と原子力技術の応用におけるブレークスルーを象徴するものです。Falcon Heavy

ロケットの利用は、NASAが商業打ち上げプロバイダーとの連携を深め、よりコスト効
率の高い深宇宙ミッションを追求していることを示しています。



今後の展望

Dragonflyミッションは、タイタンの化学組成、地質、生命の起源に関する理解を劇的
に深める可能性があります。この探査は、太陽系における生命の普遍性に関する我々の
見方を再構築するかもしれません。また、原子力動力による長距離ドローン探査という
前例のないアプローチは、将来の金星や木星の衛星といった、他の過酷な環境を持つ天
体へのミッション設計にも影響を与えるでしょう。Dragonflyの成功は、人類が宇宙の
生命の謎に迫る上で画期的な一歩となることが期待されています。

元記事: https://spacedaily.com/m-later-this-decade-nasa-plans-to-launch-dragonfly-a-car-sized-

nuclear-powered-drone-that-will-fly-from-site-to-site-across-saturns-moon-titan-the-only-world-

besides-earth-with-rivers-lakes-and-rai/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#11 宇宙空間での医薬品製造が実現へ：NASA研究が深宇
宙ミッションの医療自立を加速

概要

NASAと研究チームは、深宇宙ミッションにおいて宇宙飛行士が宇宙空間で自らの医薬
品を製造する新たなアプローチを研究しており、タバコ関連植物と無害なウイルスを
用いることで治療用タンパク質を生産する可能性を示しました。

公開日 2026年07月23日  BioTecNika  インド



詳細

主要成果

NASAと共同研究チームは、将来の深宇宙ミッションにおける宇宙飛行士の医療自立を
可能にするため、宇宙空間で医薬品を製造する革新的なアプローチを研究しています。
具体的には、遺伝子改変されたタバコ関連植物と無害なウイルスを利用し、植物細胞内
で必要な治療用タンパク質を生産させる技術の実現可能性が示されました。これは、長
期ミッションにおける医薬品供給の課題を根本的に解決する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この技術は、「分子ファーミング」と呼ばれるバイオテクノロジーの一種で、植物を
「バイオリアクター」として利用し、特定の遺伝子指示に基づいて治療効果のあるタン
パク質（例えば、抗体、ワクチン、成長因子など）を生成させます。微小重力下では医
薬品の効能が低下する可能性や、地球からの再供給が困難であるという課題に対し、こ
のオンデマンド製造システムは極めて有効です。植物は比較的コンパクトなスペースで
栽培でき、必要な時に新鮮な医薬品を生産できるため、貯蔵寿命の問題も解決します。
初期の研究では、植物が宇宙環境下でも期待通りに機能することが確認されています。

背景・業界文脈

長期にわたる宇宙ミッション、特に月や火星への有人探査では、医薬品の貯蔵寿命、効
能維持、そして緊急時の補充が大きな懸念事項です。宇宙放射線や微小重力は、医薬品
の安定性や有効性に悪影響を与える可能性があります。地球からの定期的な補給は、距
離とコストの面で非現実的であるため、宇宙飛行士自身が現地で医療品を生産できる能
力は、ミッションの持続可能性と安全性を確保する上で不可欠です。この研究は、閉鎖
生態系生命維持システムの一部として、将来の宇宙基地における重要な要素となるでし
ょう。



今後の展望

この宇宙での医薬品製造技術は、将来の月面基地や火星ミッションにおいて、宇宙飛行
士が遭遇する可能性のある様々な健康上の問題（外傷、感染症、放射線障害など）に迅
速かつ効果的に対処するための鍵となります。さらに、このアプローチは、地球上での
製薬プロセスの効率化や、遠隔地での医療品アクセス改善にも示唆を与える可能性があ
ります。NASAは、この技術をさらに成熟させ、実際に有人深宇宙ミッションで運用す
るための試験を進める予定であり、宇宙医療の未来を大きく変える画期的な進展となる
ことが期待されます。

元記事: https://www.biotecnika.org/2026/07/astronauts-may-one-day-grow-their-own-medicine-in-

space-says-nasa-study/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#12 SpaceX Starship、再突入シールドの熱ブリッジング
とプラズマ侵入問題に直面：迅速な再利用へ課題

概要

SpaceX Starshipの熱遮蔽システム（TPS）は、再突入時に2500°F（約1400°C）を超え
る温度に耐える設計ですが、初期の飛行試験で「熱ブリッジング」と「タイル間隙へ
のプラズマ侵入」という課題が浮上しています。

公開日 2026年07月23日  YouTube  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceX Starshipの熱遮蔽システム（TPS）は、大気圏再突入時に2500°F（約1400°C）を
超える極度の高温から機体を保護する設計ですが、初期の飛行試験において、セラミッ
クタイル自体の機能は確認されたものの、タイルを固定するハードウェアを介した「熱
ブリッジング」や、タイル間の隙間への「プラズマ侵入」といった、迅速な再利用性を
阻害する新たな課題が浮上しています。

技術・臨床詳細

StarshipのTPSは、数万個の六角形セラミックタイルで構成されており、これらは再突入
時のプラズマ流から機体を隔離するように設計されています。しかし、試験飛行で観測
された「熱ブリッジング」とは、タイルを支える金属製の構造体が熱を内部に伝えてし
まう現象を指します。また、「プラズマ侵入」は、高速で移動するプラズマ流がタイル
間の微細な隙間から内部に侵入し、下層構造に損傷を与える問題です。SpaceXは、これ
らの「隠れた弱点」に対処するため、タイル取り付け方法、接着剤、および基盤構造の
設計を継続的に洗練させています。目標は、メンテナンスを最小限に抑え、数時間以内
の繰り返し飛行を可能にするレベルの再利用性を達成することです。

背景・業界文脈

ロケットの迅速な再利用は、宇宙輸送コストを劇的に削減し、宇宙経済の発展を加速さ
せる上で極めて重要です。SpaceXはFalcon 9でロケットの再利用を実証しましたが、
Starshipはさらに一歩進んだ「航空機のような」運用を目指しています。しかし、その
実現には、大気圏再突入時の過酷な熱負荷に耐え、かつ迅速に点検・修理が可能な熱防
御システムが不可欠です。StarshipのTPSは、スペースシャトルで用いられたシステムよ
りもシンプルかつ堅牢な設計を目指していますが、その複雑さと規模ゆえに、予測困難
な問題が発生しています。



今後の展望

SpaceXは、熱遮蔽システムの改良に継続的に取り組んでおり、今後の試験飛行を通じて
これらの課題を克服する見込みです。成功すれば、Starshipは真に革新的な再利用可能
な宇宙輸送システムとなり、月や火星への有人ミッション、そして数百万個の低軌道衛
星からなるメガコンステレーションの展開を可能にするでしょう。しかし、現状の課題
が解決されない場合、NASAの月着陸契約のコスト増大や、SpaceXの野心的な打ち上げ
計画の遅延を招く可能性も指摘されています。TPSの進化は、宇宙開発の未来を左右す
る重要な要素であり続けます。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=lNH4w_6W4I4

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=lNH4w_6W4I4


#13 NASAとBlue Originが提携：New Glennロケットエ
ンジン試験でArtemis計画を加速

概要

NASAはBlue Originと協力し、同社のNew Glennロケットのエンジン試験を支援するた
め、ミシシッピ州のステニス宇宙センターのB-2試験台を使用する合意を発表しまし
た。

公開日 2026年07月24日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、Blue Originとの間で、同社のNew Glennロケットのエンジン試験を支援する
ための協力合意を発表しました。この合意に基づき、Blue Originはミシシッピ州の
NASAステニス宇宙センターにあるB-2試験台を使用し、New GlennのBE-4エンジンを検
証します。この戦略的パートナーシップは、NASAのArtemis計画における将来の月ミッ
ションに向けたロケット開発を加速させることが期待されています。

技術・臨床詳細

New Glennは、Blue Originが開発中の大型軌道投入ロケットであり、再利用可能な第一
段を有しています。搭載されるBE-4エンジンは、液化天然ガス（LNG）と液体酸素
（LOX）を推進剤とするクローズドサイクルエンジンで、高い推力と効率を特徴として
います。B-2試験台は、大規模なロケットエンジンを地上で試験するための施設であ
り、Blue OriginはここでBE-4エンジンの性能、耐久性、および信頼性を徹底的に検証し
ます。この試験は、New Glennの初飛行に向けた重要なマイルストーンとなるだけでな
く、将来的にArtemis IIIミッションでOrion宇宙船とドッキングテストを行う商業有人着
陸システム（HLS）の一部としての利用にも貢献します。

背景・業界文脈

Artemis計画は、2020年代後半までに人間を再び月面に送り、火星への有人ミッション
の準備を進めるというNASAの主要な取り組みです。この計画の成功には、商業パート
ナーとの協力が不可欠であり、Blue Originのような民間企業が開発する大型ロケット
は、Artemis計画に必要なペイロードを月軌道や月面へ輸送する上で重要な役割を果た
します。NASAは、政府が保有する試験施設を商業企業に開放することで、国内の宇宙
産業の技術革新を促進し、同時に自らのミッション目標達成を加速させるという戦略を
進めています。



今後の展望

New Glennロケットエンジン試験の成功は、Blue Originの商業打ち上げ能力を大幅に強
化し、宇宙輸送市場における競争を激化させるでしょう。また、Artemis計画への貢献
は、NASAが目指す持続的な月面プレゼンス確立の鍵となります。この協力は、米国の
宇宙インフラの効率的な利用を促進し、政府と民間の協力関係の新たなモデルを提示し
ます。将来的にNew Glennが有人ミッションを支えることで、人類の月面帰還はより現
実味を帯び、深宇宙探査に向けた新たな章が開かれることが期待されます。

元記事: https://www.nasa.gov/news-release/nasa-to-support-blue-origin-new-glenn-rocket-testing-

advance-artemis/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/news-release/nasa-to-support-blue-origin-new-glenn-rocket-testing-advance-artemis/
https://www.nasa.gov/news-release/nasa-to-support-blue-origin-new-glenn-rocket-testing-advance-artemis/


#14 Artemis IV月面着陸地点、NASA宇宙飛行士が南極か
ら赤道付近への再考を提案

概要

Artemis IIミッションのパイロットを務めたNASAのビクター・グローバー宇宙飛行士
が、Artemis IVでの月面着陸地点について、月の南極ではなく赤道付近を検討すべきだ
と提案しました。

公開日 2026年07月23日  Space.com  アメリカ



詳細

主要成果

NASAのArtemis IIミッションでパイロットを務めたビクター・グローバー宇宙飛行士
が、Artemis IVにおける月面着陸地点の選定について、これまでの主要候補地であった
月の南極ではなく、赤道付近を再検討するよう提案しました。グローバー飛行士は、迅
速な着陸と宇宙飛行士の安全性を優先するならば、昼間が長く、過去のミッションで実
績のある赤道付近がより現実的であると主張しています。

技術・臨床詳細

月の南極は、水氷資源が存在する可能性が高く、将来の月面基地建設や長期滞在に必要
な資源供給源として注目されています。しかし、南極地域は地形が複雑で、極端な温度
変化があり、通信環境も不安定になりがちです。これに対し、月の赤道付近は、日照時
間が長く、平坦な場所が多く、アポロ計画で既に多くの着陸実績があります。グローバ
ー飛行士の提案は、医療緊急事態が発生した場合の待機時間や、緊急離陸時のリスクを
考慮し、より安全な運用プロファイルに焦点を当てたものです。現在の技術では、南極
での長期滞在や緊急時の迅速な対応にはまだ多くの課題が残されています。

背景・業界文脈

Artemis計画は、月面に持続的な人類の存在を確立し、最終的には火星への有人ミッシ
ョンの足がかりとすることを目指しています。そのため、月の資源、特に水氷の利用は
極めて重要な要素とされてきました。これまでの計画では、Artemis III以降のミッショ
ンで南極地域への着陸が検討されていましたが、月面活動の複雑さと安全性への配慮か
ら、柔軟なアプローチが求められるようになっています。宇宙飛行士自身の経験に基づ
く提案は、計画策定における運用上の現実性を反映する重要なインプットとなります。



今後の展望

グローバー飛行士の提案は、NASAのArtemis計画の次なるステップにおける着陸地点選
定議論に大きな影響を与える可能性があります。水氷資源の重要性は依然として高いも
のの、ミッションの成功率と宇宙飛行士の安全を両立させるためには、初期の有人着陸
ミッションにおいて、よりリスクの低い地域を優先する戦略が検討されるかもしれませ
ん。これにより、Artemis計画のタイムラインや技術開発の優先順位が一部見直される
可能性も考えられます。最終的な決定は、技術的準備状況、費用、および安全性の包括
的な評価に基づいて行われるでしょう。

元記事: https://www.space.com/space-exploration/artemis/should-artemis-iv-astronauts-actually-land-

near-the-moons-south-pole-artemis-ii-pilot-says-the-lunar-equator-might-be-better

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.space.com/space-exploration/artemis/should-artemis-iv-astronauts-actually-land-near-the-moons-south-pole-artemis-ii-pilot-says-the-lunar-equator-might-be-better
https://www.space.com/space-exploration/artemis/should-artemis-iv-astronauts-actually-land-near-the-moons-south-pole-artemis-ii-pilot-says-the-lunar-equator-might-be-better


#15 マイアミのCity Labs社、宇宙探査向け小型原子力電
池を軌道に投入し、長期電力供給を実証

概要

マイアミを拠点とするCity Labs社は、同社初の商業用原子力動力ペイロードをSpaceX

ロケットで軌道に投入し、宇宙探査向け小型原子力電池（ナノトリチウム電池）の長
期電力供給能力を実証します。

公開日 2026年07月23日  WLRN  アメリカ



詳細

主要成果

マイアミを拠点とするCity Labs社は、同社初の商業用原子力動力ペイロードをSpaceXロ
ケットで軌道に投入しました。これは、数十年間にわたって日光なしで継続的に発電可
能な小型原子力電池（ナノトリチウム電池）を宇宙探査に応用する画期的な一歩です。
この軌道上での試験は、同社の電池が宇宙の極限環境に耐え、月面植民地化や深宇宙ミ
ッションに不可欠な信頼性の高い電力源を提供できることを実証することを目的として
います。

技術・臨床詳細

City Labs社のナノトリチウム電池は、放射性同位体トリチウムのベータ崩壊を利用して
電力を生成するβ-ボルタイック技術に基づいています。この電池は、太陽電池パネルが
利用できない夜間や日陰、または深宇宙のミッションにおいて、安定した低電力（マイ
クロワットからミリワット級）を供給するように設計されています。非常に小型で軽量
であるため、小型衛星、遠隔探査機、および月面基地の科学機器への搭載に理想的で
す。特に、月や火星の永続的に影になるクレーター内部など、太陽光が届かない環境で
の運用に強みを発揮します。今回の軌道上試験では、宇宙放射線、極端な温度変化、振
動などの条件下での電池の性能と耐久性が評価されます。

背景・業界文脈

宇宙探査の進化に伴い、太陽光に依存しない持続可能で信頼性の高い電力源の必要性が
高まっています。従来のバッテリーは寿命が限られており、太陽電池は日照条件に制約
されます。原子力電池、特に放射性同位体熱電気転換器（RTG）は既に深宇宙ミッショ
ンで実績がありますが、City Labs社の技術はより小型で低電力アプリケーションに特化
しており、幅広い宇宙機への導入を可能にします。この技術は、月面や火星での有人活
動が本格化する中で、生命維持システムや科学観測機器への継続的な電力供給を保証す
る上で不可欠な要素となり、宇宙経済の拡大に寄与します。



今後の展望

今回の軌道上実証の成功は、City Labs社の技術が宇宙探査の未来を形作る上で重要な役
割を果たすことを確固たるものにするでしょう。同社は、原子力電池を月面植民地化の
「必要不可欠な要素」と位置付けており、その市場は将来的に大きく拡大すると見込ま
れています。この小型原子力電池は、月、火星、および太陽系外縁部への長期ミッショ
ンにおいて、探査機の自律性と科学的成果を最大化するための鍵となります。さらに、
地球上の遠隔センサー、医療機器、および国防用途への応用も期待されており、その技
術的影響は宇宙産業を超えて広がる可能性があります。

元記事: https://www.wlrn.org/light/science-technology/2026-07-23/nuclear-battery-tritium-space-miami

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.wlrn.org/light/science-technology/2026-07-23/nuclear-battery-tritium-space-miami


#16 英国・スイスが宇宙活用製薬製造で提携：微小重力下
R&D効率化と年間3000億ドル市場活性化へ

16_英国・スイスが宇宙活用製薬製造で提携：微小重力下R&D効率化と年間3000億ドル市場活
性化へ

概要

英国宇宙庁とスイス製薬業界の代表者が、宇宙を活用した製薬開発の商業化を推進す

る提携を発表しました。

公開日 2026年07月24日  The Growth Hub  英国



詳細

主要成果

英国宇宙庁とスイス製薬業界の主要代表者が、宇宙空間を活用した製薬開発および製造
の商業的未来を形成するための戦略的提携を発表しました。この提携は、初の「UK-
Swiss Microgravity Biopharma Dialogue」に続くもので、微小重力環境が創薬研究開発
（R&D）効率、試験速度、医薬品製剤成功率を大幅に向上させ、年間3000億ドル規模
の研究開発市場を活性化させる可能性を秘めていることを強調しています。

技術・臨床詳細

微小重力環境は、地球上では重力の影響で生じる対流や沈降、不純物の混入が抑制され
るため、タンパク質の結晶化、細胞培養、材料科学研究において、より高品質で均質な
成果をもたらします。これにより、医薬品開発においては、標的分子の構造解析の精度
向上、新規化合物の合成、複雑な生体組織の3Dプリント、そして改良された薬物送達シ
ステムの開発が可能になります。特に、地球上では困難な希少タンパク質の高品質結晶
化は、難病治療薬の創薬に画期的な進展をもたらす可能性があります。

背景・業界文脈

世界の製薬業界は、新薬開発の長期化と高コスト化という課題に直面しており、新たな
研究プラットフォームが切望されています。宇宙空間での製造（ In-Space

Manufacturing, ISM）は、この課題に対する有望なソリューションとして浮上していま
す。英国とスイスは、それぞれ強力な宇宙技術と世界トップクラスの製薬産業を擁して
おり、この提携は両国の強みを融合させるものです。政府、医療機関、宇宙技術企業、
投資家が一堂に会した対話は、軌道上での創薬と製造における商業的・規制的課題を解
決し、実用化を加速するためのロードマップを策定することを目的としています。



今後の展望

この英国とスイスの提携は、宇宙を活用したバイオファーマ産業の国際的な標準化と商
業化を促進する上で重要なモデルとなるでしょう。微小重力環境下での製薬製造が実現
すれば、がん、アルツハイマー病、希少疾患などの治療法開発に画期的な進展をもたら
すだけでなく、宇宙飛行士の健康維持のための医薬品オンデマンド製造にも貢献しま
す。年間3000億ドルと推定される研究開発市場への宇宙技術の統合は、新たな経済機会
を創出し、両国の科学技術と経済成長を牽引する重要なドライバーとなることが期待さ
れます。

元記事: https://thegrowthhub.me/uk-switzerland-partner-on-space-enabled-pharma-manufacturing/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://thegrowthhub.me/uk-switzerland-partner-on-space-enabled-pharma-manufacturing/


#17 宇宙製造スタートアップ上位15社が微小重力下製造
を牽引：Varda Space、Space Forge、Catalyx Spaceなど

概要

2026年の宇宙製造スタートアップ上位15社が発表され、Varda Space（米国）、Space

Forge（英国）、Catalyx Space（インド）などが微小重力製造、先進半導体、医薬品開
発で革新を牽引しています。

公開日 2026年07月26日  Space Startups  国際



詳細

主要成果

2026年の宇宙製造スタートアップ上位15社が発表され、軌道上3Dプリンティング、微
小重力材料開発、衛星部品組立、宇宙ベース製薬研究、先進半導体生産といった分野で
革新を牽引していることが示されました。このリストには、Varda Space（米国）、
Space Forge（英国）、Catalyx Space（インド）などの企業が含まれ、宇宙環境が提供
する独自の条件を利用して、地球上では製造不可能な超材料、欠陥のない半導体基板、
新規医薬品などの開発を目指しています。

技術・臨床詳細

これらのスタートアップは、微小重力環境が材料の結晶構造、均一性、および特性に与
える影響を活用しています。例えば、微小重力下では、対流や重力による沈降が抑制さ
れるため、より完璧な結晶構造を持つ半導体ウェハーや、超低損失の光ファイバー
（例：ZBLAN）の製造が可能になります。また、製薬分野では、高品質なタンパク質結
晶の成長や、複雑な医薬品製剤の改良が期待されています。軌道上3Dプリンティング
は、宇宙での建設や部品製造の可能性を広げ、宇宙ミッションの自律性と持続可能性を
高めます。

背景・業界文脈

「宇宙製造」は、地球上の生産能力を補完し、将来的には宇宙経済の基盤を形成する可
能性を秘めた新興産業です。この分野への関心は、ISS（国際宇宙ステーション）での
実験で微小重力製造の優位性が示されて以来、急速に高まっています。各国政府や民間
投資家は、宇宙空間でのユニークな製造プロセスがもたらす、付加価値の高い製品やサ
ービスに大きな期待を寄せています。宇宙製造は、材料科学、生物工学、エレクトロニ
クスといった多岐にわたる産業分野に変革をもたらす可能性を秘めています。



今後の展望

これらのトップスタートアップが開発する技術は、宇宙探査のコスト削減と能力向上に
貢献するだけでなく、地球上での産業応用にも波及効果をもたらすでしょう。例えば、
宇宙で製造された高純度半導体は、AIや量子コンピューティングの性能を飛躍的に向上
させる可能性があります。また、宇宙で開発された医薬品は、難治性疾患の治療に新た
な選択肢を提供するかもしれません。宇宙製造産業は、今後数年間で大幅な成長が見込
まれており、新たな雇用創出とグローバル経済への貢献が期待されています。資金調達
の増加や戦略的パートナーシップの形成を通じて、この分野は宇宙開発の次のフロンテ
ィアとして確立されるでしょう。

元記事: https://www.space-startups.org/top/manufacturing/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.space-startups.org/top/manufacturing/


#18 Rocket Lab出身者が設立のOutlier Space、宇宙製造
向け「反重力チャンバー」開発で1050万ドル調達

概要

Rocket Labの元メンバーが設立したOutlier Space社は、微小重力下での医薬品、シリ
コン、その他の先進材料製造を支援する衛星開発のため、1050万ドルのプレシード資
金調達を完了しました。

公開日 2026年07月29日  Forbes Australia  オーストラリア



詳細

主要成果

Rocket Labの元エンジニアが設立した宇宙スタートアップOutlier Space社は、微小重力
環境を利用して医薬品、高純度シリコン、その他の先進材料を宇宙空間で製造するため
の衛星を開発する目的で、プレシードラウンドで1050万ドル（約15億円）の資金調達を
成功裏に完了しました。同社は、顧客向けに「反重力チャンバー」を搭載した軌道上製
造サービスを提供することを目指しており、地球上では再現不可能な特性を持つ製品の
生成に焦点を当てています。

技術・臨床詳細

Outlier Spaceが開発を目指す「反重力チャンバー」とは、実際には微小重力環境を精密
に制御し、材料科学、製薬、半導体製造プロセスを最適化するための宇宙船内モジュー
ルを指します。微小重力下では、地球の重力に起因する対流、沈降、および不純物の混
入が抑制されるため、より均質で欠陥の少ない結晶や、高純度の物質を製造することが
可能です。これにより、超低損失ZBLAN光ファイバー、より効率的な半導体基板、そし
て地球上では結晶化が困難な新規医薬品候補の生成が期待されています。この技術は、
高付加価値製品の宇宙製造を商業的に実現するための鍵となります。

背景・業界文脈

宇宙製造は、国際宇宙ステーション（ISS）での実験を通じてその潜在能力が実証され
て以来、急速に投資と開発が活発化しているフロンティア領域です。多くの企業が、微
小重力というユニークな環境がもたらす物理的利点を活用し、地球上では不可能または
極めて困難な特性を持つ材料や製品を開発しようとしています。Outlier Spaceの資金調
達は、この新興市場に対する投資家の強い信頼を示しており、特に医薬品や高性能電子
材料といった高価値分野での宇宙製造の商業化に向けた期待の高さを反映しています。



今後の展望

1050万ドルの資金調達により、Outlier Spaceは「反重力チャンバー」技術のプロトタイ
プ開発と初期ミッションの計画を加速させることが可能になります。同社の目標は、将
来的に複数の軌道上製造施設を運用し、多様な産業顧客にサービスを提供することで
す。この技術が商業的に成功すれば、宇宙からの製品供給が地球上の産業に新たな価値
をもたらし、宇宙経済のさらなる発展を促すでしょう。特に、医薬品や半導体といった
戦略的に重要な分野での宇宙製造は、国際的なサプライチェーンの多様化と強靭化にも
貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://www.forbes.com.au/news/innovation/rocket-lab-alum-raises-10-5m-to-build-anti-

gravity-chamber-for-space-manufacturing/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.forbes.com.au/news/innovation/rocket-lab-alum-raises-10-5m-to-build-anti-gravity-chamber-for-space-manufacturing/
https://www.forbes.com.au/news/innovation/rocket-lab-alum-raises-10-5m-to-build-anti-gravity-chamber-for-space-manufacturing/


#19 Planet Labs & Metals、微小重力下で先進材料・チタ
ン合金・生体医療製品を製造する軌道上プラットフォーム
を発表

19_Planet Labs & Metals、微小重力下で先進材料・チタン合金・生体医療製品を製造する軌

概要

Planet Labs & Metalsは、微小重力環境を活用し、低地球軌道およびそれ以遠で堅牢な

商業経済を支援する軌道上製造プラットフォームを発表しました。

公開日 2026年07月29日  Planet Labs & Metals  アメリカ



詳細

主要成果

Planet Labs & Metalsは、低地球軌道（LEO）およびそれを超える領域での堅牢な商業経
済を支えることを目指し、軌道上製造プラットフォームを発表しました。このプラット
フォームは、微小重力環境の利点を最大限に活用し、先進材料、高性能チタン合金、そ
して革新的な生体医療製品の宇宙空間での生産に重点を置いています。

技術・臨床詳細

この軌道上製造プラットフォームは、特に以下の分野での応用が期待されています。

先進半導体材料: 欠陥のない炭化ケイ素（SiC）や窒化ガリウム（GaN）ウェハーな
ど、地球上では困難な高純度・高品質の材料生産。これにより、次世代の電子機器や
パワーエレクトロニクスの性能が飛躍的に向上する可能性があります。

超低損失光ファイバー: ZBLAN（ジルコニウム・バリウム・ランタン・アルミニウ
ム・ナトリウムフッ化物）のような特殊な光ファイバーは、微小重力下で結晶形成が
抑制され、地球上で製造されたものよりもはるかに長く、透明で、信号損失が少ない
繊維を製造できます。これは、長距離通信や量子通信に革命をもたらす可能性があり
ます。

高純度カーボンナノチューブ: 欠陥の少ないカーボンナノチューブは、軽量で高強
度、優れた導電性を持つため、宇宙機の構造材料や次世代バッテリーに利用できま
す。

再生医療用3D細胞組織足場: 微小重力下での細胞培養は、より均質な組織構造を形成
しやすく、地球上での複雑な臓器や組織の再生医療への応用が期待されます。

これらの製品は、宇宙空間の独自の物理的特性、すなわち重力による対流や沈降、不純
物混入の抑制を利用することで、地球上では達成不可能な品質と性能を実現します。



背景・業界文脈

軌道上製造（In-Space Manufacturing, ISM）は、宇宙産業の新たな成長分野として注目
されており、政府機関と民間企業双方からの投資が活発化しています。国際宇宙ステー
ション（ISS）での長年の実験を通じて、微小重力環境が材料科学、生物工学、製薬分
野にもたらす優位性が実証されてきました。Planet Labs & Metalsの参入は、この市場
が技術実証段階から商業規模生産へと移行しつつあることを示しており、宇宙空間を新
たな「工場」として活用する動きが加速しています。

今後の展望

この軌道上製造プラットフォームの成功は、宇宙経済の拡大に不可欠な要素となり、高
付加価値製品のサプライチェーンを宇宙空間に構築する道を拓くでしょう。地球上の産
業にとって、これまで不可能だった材料特性や製品性能へのアクセスが可能になること
で、幅広い技術革新が促されます。特に、高性能半導体、次世代通信、そして再生医療
といった分野は、宇宙製造の恩恵を最も大きく受けることが期待されています。Planet

Labs & Metalsは、これらの革新的な製品を市場に投入することで、宇宙産業だけでな
く、グローバルなハイテク産業全体に大きな影響を与える可能性があります。

元記事: https://www.planetlabsandmetals.com/solutions/in-space-manufacturing

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.planetlabsandmetals.com/solutions/in-space-manufacturing


#20 元NASA専門家が警鐘：SpaceX Starship再突入シー
ルドは迅速な再利用目標に対応せず、課題山積

概要

元NASA研究者3名が、SpaceX Starshipの熱防御システム（TPS）は同社が目標とする
数時間以内の迅速なロケット再利用に対応できていないと指摘しました。

公開日 2026年07月30日  Briefs.co  アメリカ



詳細

主要成果

元NASAの研究者3人が、SpaceX Starshipの熱防御システム（TPS）が、同社が掲げる
「数時間以内での迅速なロケット再利用」という野心的な目標には対応できていないと
強く指摘しました。特に、7月24日の13回目の試験飛行後には、保護タイルにかなりの
亀裂や損傷が観測されたと報告されています。これは、Starshipの商業運用開始に向け
た重大な技術的課題を示唆しています。

技術・臨床詳細

StarshipのTPSは、再突入時の極度の熱負荷から機体を守るために、数万個の六角形セラ
ミックタイルで構成されています。しかし、元NASA専門家らは、これらのタイルやそ
の下にある構造が、わずか数回の飛行で損傷してしまう現状では、迅速な再利用性を実
現するのは困難だと主張しています。具体的には、タイル自体の耐久性、タイル間の接
合部の完全性、そして熱伝達メカニズムに関する根本的な問題が解決されていないと見
ています。この問題は、ロケットの再利用サイクルの延長や、ミッション間の大規模な
修理・交換作業が必要となる可能性を示唆しています。

背景・業界文脈

SpaceXは、Starshipを月・火星への有人ミッションや、大規模な衛星コンステレーショ
ン展開のための完全に再利用可能な宇宙輸送システムとして位置付けています。迅速な
再利用は、打ち上げコストを劇的に削減し、宇宙アクセスを民主化するという同社のビ
ジョンの中核をなしています。これまでのFalcon 9ロケットでは、第一段の再利用に成
功していますが、Starshipの再突入時の熱負荷は桁違いに高く、TPSは設計上の最大の難
関の一つです。NASAとの月着陸契約はStarshipの成功に大きく依存しており、この問題
は政府の宇宙開発計画にも影響を与えます。



今後の展望

熱遮蔽システムの問題が解決されない場合、SpaceXの100万個のAIデータセンター衛星
打ち上げ計画が大幅に遅延する可能性があります。また、NASAのArtemis計画における
月着陸契約のコストを押し上げる要因にもなり得ます。SpaceXは継続的にTPSの設計と
材料の改良に取り組んでいますが、元NASA専門家らの指摘は、課題の根深さを示唆し
ており、より抜本的な解決策が求められるかもしれません。Starshipの再利用性の実現
は、人類の深宇宙進出と宇宙経済の発展を左右する重要な鍵であり、今後の開発動向が
注目されます。

元記事: https://www.briefs.co/news/starship-s-reentry-shield-not-ready-for-quick-reuse-ex-nasa/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.briefs.co/news/starship-s-reentry-shield-not-ready-for-quick-reuse-ex-nasa/


#21 中国、再使用可能ロケット第1段ブースター初の海上
ネット回収に成功：宇宙開発競争に新たな一手

概要

中国は2026年7月10日、長征10Bロケットの第1段ブースターを巨大なネットで海上回
収することに成功し、軌道級ブースターの制御回収とネットシステムを用いた海上回
収としては世界初となりました。

公開日 2026年07月24日  OkDiario  スペイン



詳細

主要成果

中国は2026年7月10日、長征10Bロケットの第1段ブースターを、巨大な海上回収用ネッ
トを用いて洋上で捕捉・回収することに成功しました。中国国家航天局（CNSA）によ
ると、これは中国にとって初の軌道級ブースターの制御回収であり、特に「ネットシス
テムを用いた海上回収」としては世界初の快挙となります。この技術は、宇宙開発にお
ける打ち上げコストを大幅に削減し、再利用可能な宇宙技術競争に新たな局面をもたら
す可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この回収システムは、大気圏に再突入するロケットの第1段ブースターが、パラシュー
トやフィンによって誘導され、洋上に展開された大型ネットによってソフトランディン
グする仕組みです。従来の着陸脚による垂直着陸（SpaceXのFalcon 9など）とは異なる
アプローチであり、着陸精度や風の影響への耐性、回収船の柔軟性など、独自の技術的
課題と利点があります。ネット回収方式は、ロケット本体への損傷を最小限に抑え、迅
速な再整備を可能にすることで、再利用にかかるコストと時間をさらに削減することを
目指しています。今回の成功は、複雑な航空力学、精密な誘導制御、および洋上での大
規模な回収作業を統合する中国の技術力を実証しました。

背景・業界文脈

宇宙開発の主要国は、打ち上げコストを削減し、打ち上げ頻度を向上させるため、ロケ
ットの再利用技術の開発に注力しています。米国SpaceXの垂直着陸方式が広く知られて
いますが、中国は独自の技術経路を模索しており、今回のネット回収方式はその顕著な
例です。この成功は、中国が宇宙強国としての地位を確立する上で、費用対効果の高い
宇宙アクセス手段を開発していることを世界に示しました。宇宙開発競争は、単なる打
ち上げ能力だけでなく、経済性や持続可能性においても新たな次元に入りつつありま
す。



今後の展望

この再利用技術の成功は、中国の今後の宇宙開発計画、特に「天宮」宇宙ステーション
への物資輸送、有人月探査、およびメガコンステレーションの展開において、極めて重
要な意味を持ちます。打ち上げコストの削減は、より頻繁で多様なミッションを可能に
し、中国の宇宙活動の規模をさらに拡大させるでしょう。また、この独自技術は、国際
的な宇宙産業における中国の技術的優位性を高め、将来の宇宙輸送市場における競争環
境を大きく再編する可能性があります。中国のこの「静かなる躍進」は、世界の宇宙開
発コミュニティにとって注視すべき動向となるでしょう。

元記事: https://okdiario.com/techy/en/china-landed-a-reusable-rocket-on-its-first-attempt-the-quiet-

leap-that-could-remodel-the-space-race/6682/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://okdiario.com/techy/en/china-landed-a-reusable-rocket-on-its-first-attempt-the-quiet-leap-that-could-remodel-the-space-race/6682/
https://okdiario.com/techy/en/china-landed-a-reusable-rocket-on-its-first-attempt-the-quiet-leap-that-could-remodel-the-space-race/6682/


#22 Voyager Technologies、軌道上半導体製造の商業規
模拡大へ戦略的パートナーシップを締結

概要

Voyager Technologiesは、軌道上での半導体製造を実証段階から商業規模生産へと移行
させるためのインフラ構築を進めるため、United Semiconductors LLC（USLLC）と戦
略的パートナーシップを締結しました。

公開日 2026年07月29日  Voyager Technologies  アメリカ



詳細

主要成果

Voyager Technologiesは、軌道上での半導体製造を、技術実証段階から本格的な商業規
模生産へと引き上げるためのインフラ構築を加速させるべく、戦略的パートナーシップ
を発表しました。この提携の一環として、United Semiconductors LLC（USLLC）は、
Voyagerが開発中の次世代商業宇宙ステーション「Starlab」のペイロードスペースを予
約し、宇宙ベースの結晶成長技術を国際宇宙ステーション（ISS）での実証から軌道上
での持続的生産へと移行させます。

技術・臨床詳細

微小重力下で成長させた半導体材料は、地球上で製造されたものと比較して、欠陥が少
なく、均一性が高く、歩留まりが向上することがこれまでの研究で示されています。宇
宙空間では、重力による対流や沈降が抑制されるため、結晶成長プロセスにおける不純
物や構造的欠陥の形成が最小限に抑えられます。USLLCは、この利点を活用して、より
高性能で信頼性の高い半導体ウェハーを製造することを目指します。Starlabは、こうし
た高度な微小重力製造を可能にするための専用施設とインフラを提供し、研究開発から
商業生産まで一貫したサービスをサポートします。

背景・業界文脈

世界の半導体産業は、高性能化、微細化、高信頼性への需要が絶え間なく高まってお
り、地球上の製造環境では物理的限界に直面しつつあります。軌道上製造（In-Space
Manufacturing, ISM）は、この課題を解決する新たなフロンティアとして注目されてい
ます。ISSでの実験が、微小重力下での半導体材料生産の優位性を明確に示して以来、
多くの宇宙スタートアップや既存企業がこの分野に参入しています。Voyager

TechnologiesとUSLLCの提携は、半導体製造の宇宙への本格的な移行に向けた重要な一
歩であり、国際的な半導体サプライチェーンに新たな次元をもたらすものです。



今後の展望

Voyager TechnologiesとUSLLCの協力は、高性能半導体チップの製造コスト削減と性能
向上に直接的に貢献し、人工知能（AI）、量子コンピューティング、5G/6G通信、先進
的な宇宙機用エレクトロニクスといった次世代技術の発展を加速させるでしょう。
Starlabにおける半導体製造の商業規模化は、宇宙経済の収益性を高めるだけでなく、地
球上のハイテク産業全体に革新的な影響を与える可能性があります。この戦略的パート
ナーシップは、宇宙が単なる探査の場から、高価値製品の生産拠点へと変貌する未来を
象徴しています。

元記事: https://voyagertechnologies.com/insights/scaling-semiconductor-manufacturing-in-space/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://voyagertechnologies.com/insights/scaling-semiconductor-manufacturing-in-space/


#23 NASAとRadiant社が米国HALEU燃料の配分を獲得、
火星・月探査向け原子力ミッションを加速

概要

米国エネルギー省（DOE）は、高純度低濃縮ウラン（HALEU）の第3回配分において、
NASAの火星向け原子力ミッション「SR-1 Freedom」とRadiant Industries社の空軍向
けマイクロリアクター開発を支援すると発表しました。

公開日 2026年07月28日  World Nuclear News  英国



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、高純度低濃縮ウラン（HALEU）の第3回配分において、
NASAの火星向け原子力ミッション「SR-1 Freedom」と、Radiant Industries社が米空軍
向けに開発するマイクロリアクターの配備を支援することを発表しました。NASAが
HALEU配分を受けるのは今回が初めてであり、この燃料は月や火星での地表電力、およ
び外太陽系探査を含む将来のアプリケーションの基盤を築く「SR-1 Freedom」ミッシ
ョンを推進する上で極めて重要です。

技術・臨床詳細

HALEUは、ウラン235の濃縮度が5〜20%の範囲にある燃料であり、従来の軽水炉燃料
（5%未満）よりも高いエネルギー密度を持つため、小型原子炉や先進的な原子力推進
システムにとって理想的な選択肢です。NASAの「SR-1 Freedom」ミッションは、原子
力電気推進（NEP）システムを搭載し、火星への片道飛行期間を最大50%短縮すること
を目指しています。このシステムは20 kWの電力を生成し、火星での通信、生命維持、
科学機器運用に不可欠な電力を供給します。また、この技術は、月面基地の運用を可能
にする「Lunar Reactor-1 (LR-1)」の開発にも情報を提供し、将来の月面における長期的
な有人活動の実現に貢献します。

背景・業界文脈

原子力技術は、深宇宙探査や月・火星での長期滞在ミッションにおいて、太陽光に依存
しない持続可能で強力な電力源として不可欠です。HALEU燃料の供給確保は、米国の宇
宙原子力プログラムの進展にとって長年の課題でした。DOEによるHALEUの配分は、国
内の先進原子炉技術開発を支援し、エネルギー安全保障と国家安全保障の両面で重要な
役割を果たすものです。NASAとRadiant社への今回の配分は、政府が宇宙原子力技術開
発を国家戦略的に推進していることを明確に示しています。



今後の展望

今回のHALEU配分は、「SR-1 Freedom」ミッションの技術開発を加速させ、火星への
より迅速な輸送手段と、月および火星での持続可能な電力インフラ構築への道を開きま
す。これにより、深宇宙探査の可能性が拡大し、人類の太陽系における存在感を高める
ことができます。Radiant社のマイクロリアクター開発も、宇宙だけでなく、地球上の
遠隔地や災害時における電力供給ソリューションとして、その応用範囲が広いことから
注目されます。HALEU燃料の安定供給は、米国が宇宙原子力分野で国際的なリーダーシ
ップを確立する上で、極めて重要な要素となるでしょう。

元記事: https://www.world-nuclear-news.org/articles/radiant-and-nasa-awarded-us-haleu-allocations

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.world-nuclear-news.org/articles/radiant-and-nasa-awarded-us-haleu-allocations


#24 NASA火星原子炉ミッション「SR-1 Freedom」コス
トが21億ドルに増加：予算課題浮上

概要

NASAの原子力動力火星ミッション「Space Reactor-1 (SR-1) Freedom」の新しいコス
ト見積もりが21億ドルに達したと報じられました。

公開日 2026年07月27日  Nuclear Engineering International  英国



詳細

主要成果

NASAの原子力動力火星ミッション「Space Reactor-1 (SR-1) Freedom」の最新のコスト
見積もりが、当初計画から増加し、21億ドル（約3,000億円）に達したと報じられまし
た。このミッションは、原子力電気推進（NEP）システムで20 kWの電力を生成し、火
星への片道飛行期間を最大50%短縮することを目指しており、2028年12月下旬に打ち上
げが予定されています。

技術・臨床詳細

「SR-1 Freedom」は、高効率な原子力電気推進システムを採用することで、従来の化
学推進システムに比べて推進剤の必要量を大幅に削減し、火星までの飛行時間を短縮し
ます。これにより、宇宙飛行士の放射線被曝リスクが低減され、より多くの科学ペイロ
ードの搭載が可能になります。NASAは、以前に中止された月面ゲートウェイの電力・
推進要素（PPE）を再利用することで開発期間の短縮を図っていますが、それでもな
お、21億ドルというコストは、今後の予算承認プロセスにおいて課題となる可能性があ
ります。

背景・業界文脈

深宇宙探査における原子力推進システムは、遠方への高速移動と長期的な電力供給を可
能にするため、各国宇宙機関にとって非常に重要な技術です。火星への有人ミッション
では、飛行時間の短縮が宇宙飛行士の生命維持とミッション成功の鍵となります。
NASAは、原子力技術を月の長期滞在ミッションや、最終的な火星への有人探査ミッシ
ョンに不可欠な要素と位置付けています。しかし、このような複雑な技術開発は、常に
高い開発コストと技術的リスクを伴うため、予算の制約は常に大きな課題となります。



今後の展望

「SR-1 Freedom」ミッションのコスト増は、NASAが将来の原子力推進プログラムを進
める上で、より効率的な資金調達戦略と厳格なコスト管理の必要性を示唆しています。
21億ドルという費用は、プロジェクトの継続性に対する精査を強めるでしょう。しか
し、このミッションが成功すれば、火星への有人ミッションの実現可能性を飛躍的に高
め、人類が太陽系を深く探査するための新たな扉を開くことになります。NASAは、こ
れらの課題を乗り越え、原子力推進技術を次世代の宇宙探査の基盤として確立すること
を目指しています。

元記事: https://www.neimagazine.com/news/nasa-mars-reactor-mission-costs-rise/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.neimagazine.com/news/nasa-mars-reactor-mission-costs-rise/


#25 中国国家航天局（CNSA）の野心的な宇宙計画：天宮
ステーション、有人月探査、メガコンステレーションを推
進

概要

中国国家航天局（CNSA）は、恒久的に有人宇宙ステーション「天宮」の運用、2030

年までの有人月面着陸計画、火星サンプルリターンミッション、そしてStarlinkに対抗
する複数のメガコンステレーション（国網、千帆）など、広範な宇宙開発計画を積極
的に推進しています。

公開日 2026年07月26日  Orbital Radar  アメリカ



詳細

主要成果

中国国家航天局（CNSA）は、独自の恒久的に有人宇宙ステーション「天宮」の安定運
用を確立し、2030年までの有人月面着陸を目指す野心的な月探査プログラム（嫦娥計
画）を積極的に推進しています。さらに、火星サンプルリターンミッションや、Starlink

に対抗する大規模な衛星インターネットコンステレーション（国網、千帆）など、多岐
にわたる宇宙開発計画を進めていることが明らかになりました。中国は現在、年間60回
以上の軌道打ち上げを行い、どの国よりも多くのロケットを宇宙に送り出しています。

技術・臨床詳細

「天宮」宇宙ステーションは、中国独自のモジュールで構成され、長期的な有人科学研
究と技術実証のためのプラットフォームを提供しています。月探査計画「嫦娥」では、
将来の月面基地建設を見据え、ロボット探査から有人着陸へと段階的にステップアップ
しています。火星サンプルリターンミッションは、地球外生命の兆候を探す上で極めて
重要な科学的データを持ち帰ることを目的としています。また、「国網」と「千帆」と
いう二つのメガコンステレーション計画は、世界規模でのブロードバンドインターネッ
ト接続を提供し、米国のStarlinkと競合することを目指しており、数千基の低軌道衛星が
展開される予定です。これらの計画は、中国のロケット技術、宇宙通信技術、および有
人宇宙飛行能力の急速な進展によって支えられています。

背景・業界文脈

中国の宇宙開発は、長年にわたり国家戦略の最優先事項の一つとして位置付けられてき
ました。これにより、米国やロシアといった伝統的な宇宙大国に急速に追いつき、一部
の分野では追い抜く勢いを見せています。独自の宇宙ステーションの建設と運用、そし
て有人月探査への明確なロードマップは、中国が単なる宇宙技術の追従者ではなく、宇
宙開発の新たな主要プレイヤーとしての地位を確立していることを示しています。特
に、商業利用を視野に入れたメガコンステレーションは、国際的な宇宙経済における中
国の影響力を拡大するものです。



今後の展望

CNSAのこれらの計画は、今後数年間で中国の宇宙能力をさらに飛躍的に向上させ、世
界の宇宙開発競争の構図を大きく変えるでしょう。有人月面着陸の成功は、中国の科学
技術力と国威を内外に示すだけでなく、月の資源利用や深宇宙探査に関する国際的なル
ール形成にも影響を与える可能性があります。また、メガコンステレーションの展開
は、グローバルなインターネット接続市場に新たな競争をもたらし、デジタルデバイド
の解消にも寄与するでしょう。中国の宇宙開発の加速は、国際協力と競争の両面におい
て、世界の宇宙産業全体に広範な影響を及ぼすと予想されます。

元記事: https://orbitalradar.com/space-agencies/cnsa

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://orbitalradar.com/space-agencies/cnsa


#26 DIII-Dトカマク、宇宙機熱防御材の研究に活用：木星
大気突入データ不一致の解決へ

概要

arXivに掲載されたプレプリントによると、DIII-Dトカマク装置を用いた研究により、
宇宙機熱防御システム（TPS）材料の質量損失率と破壊モードが調査されています。

公開日 2026年07月23日  arXiv  アメリカ



詳細

主要成果

arXivに掲載された最新のプレプリント論文によると、DIII-Dトカマク装置を用いて、宇
宙機の熱防御システム（TPS）材料の質量損失率と破壊モードを詳細に調査する画期的
な研究が行われています。この研究は、特にガリレオ探査機の木星大気突入時の予測と
実測の質量損失率の間に見られた不一致という長年の課題を解決するため、高熱流束環
境下でのアブレーションモデルの改良を目的としています。

技術・臨床詳細

DIII-Dトカマクは、核融合研究に用いられる大型装置ですが、そのプラズマの端部条件
が、高速で大気圏に突入する宇宙機が経験する極度の高熱流束環境を驚くほど再現でき
ることが示されました。研究チームは、TPS材料サンプルをDIII-Dのプラズマに曝露さ
せ、その表面の質量損失、侵食パターン、および破壊メカニズムを精密に測定しまし
た。この手法により、地球上では再現が困難であったガリレオ探査機が直面したような
極限的な大気突入条件下の材料挙動を、より現実的にシミュレートすることが可能にな
りました。得られたデータは、アブレーションモデルの精度を向上させ、次世代宇宙機
の熱防御システムをより安全かつ効率的に設計するための貴重な知見を提供します。

背景・業界文脈

宇宙機の安全な大気突入は、有人ミッションや貴重なサンプルリターンミッションにお
いて最も重要な技術的課題の一つです。特に、木星のような巨大ガス惑星の大気は、地
球とは比較にならないほどの高熱流束と高圧を生み出します。従来の熱防御材の設計
は、実験室での試験と計算モデルに大きく依存してきましたが、ガリレオ探査機のデー
タは、これらのモデルにまだ改善の余地があることを示唆していました。トカマクプラ
ズマを利用した試験は、極限環境シミュレーションの新たな手法として、宇宙工学分野
に大きな影響を与える可能性があります。



今後の展望

DIII-Dトカマクを用いたこの研究は、次世代の惑星探査機や、再利用可能な宇宙輸送シ
ステム向けの熱防御システムの設計を根本的に変える可能性を秘めています。アブレー
ションモデルの精度が向上すれば、より軽量で、かつ信頼性の高いTPSの開発が可能と
なり、宇宙ミッションのペイロード能力向上やコスト削減に貢献します。また、この手
法は、将来的には超音速飛行体や極超音速兵器の材料開発にも応用される可能性があり
ます。この革新的なアプローチは、宇宙探査の安全性と効率性を高める上で、重要な鍵
となることが期待されます。

元記事: https://arxiv.org/html/2607.23895v1

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2607.23895v1


#27 英国Perpetual Atomics、月・火星・深宇宙向けアメ
リシウム241使用原子力発電システムを開発

概要

英国スタートアップPerpetual Atomicsは、月、火星、深宇宙ミッション向けにアメリ
シウム241を使用した放射性同位体発電システム（RHU、RTGなど）を開発していま
す。

公開日 2026年07月30日  YouTube  英国



詳細

主要成果

英国のスタートアップPerpetual Atomicsは、月、火星、および深宇宙ミッションの長期
運用を可能にするため、アメリシウム241（Am-241）を用いた先進的な放射性同位体発
電システム（RHU：放射性同位体ヒーターユニット、RTG：放射性同位体熱電気転換器
など）を開発しています。同社のシステムは、日光に依存しない信頼性の高いエネルギ
ー源を提供し、特に月の永続的に影になる領域や、火星の激しい砂嵐時でも科学機器の
運用を維持できるよう設計されています。

技術・臨床詳細

Perpetual Atomicsが開発するAm-241ベースのRTGは、プルトニウム238（Pu-238）を使
用する従来のRTGと比較して、Am-241のサプライチェーンがより安定しており、長期的
な供給可能性に優れるという利点があります。このシステムは、放射性同位体の自然な
崩壊熱を利用して電力を生成し、数十年間にわたって安定した低電力（数ワットからキ
ロワット級）を供給できます。RHUは主に熱源として機能し、極低温環境下での機器の
凍結防止に役立ちます。また、同社は1kWから10kW級の小型原子炉コンセプトも並行
して開発しており、これは月面基地や火星有人ミッションでの大規模電力需要に対応す
ることを視野に入れています。2027年以降には商業ソリューションの提供を予定してい
ます。

背景・業界文脈

深宇宙探査や月・火星での有人ミッションでは、太陽光発電だけでは不十分な場面が多
く、持続的で信頼性の高い電力源が不可欠です。プルトニウム238の供給不足は、過去
数十年にわたり米国の宇宙原子力プログラムの課題となってきました。Am-241は、核
燃料サイクルから得られる副産物であり、より豊富な供給が見込まれるため、次世代の
放射性同位体発電システムにおける魅力的な代替選択肢となっています。英国がこの分
野に参入することは、宇宙原子力技術開発における国際競争を活性化させ、多様な供給
源を確保する上で重要な意味を持ちます。



今後の展望

Perpetual Atomicsの開発するAm-241ベースの原子力発電システムは、将来の月面基
地、火星探査ローバー、深宇宙プローブ、さらには木星や土星の氷衛星探査ミッション
の実現可能性を大きく高めるでしょう。特に、月の南極に存在する可能性のある水氷資
源の探査など、日光が届かない極限環境での科学観測に革命をもたらすことが期待され
ます。2027年からの商業提供開始は、宇宙原子力市場における英国の存在感を確立し、
グローバルな宇宙産業における技術革新と競争をさらに加速させることになります。こ
の技術は、人類の太陽系探査のフロンティアを拡大するための鍵となるでしょう。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=_zW4VueSza0

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=_zW4VueSza0


#28 ORBES、軌道上サービス向け検査衛星「Exo-ORB」
を発表：将来はロボットアームで修理も

概要

カリフォルニアのスタートアップORBESは、軌道上サービスミッション向けロボット
宇宙機である初の検査衛星「Exo-ORB」を発表しました。

公開日 2026年07月27日  Payload Space  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニアを拠点とするスタートアップORBESは、軌道上サービスミッション向け
ロボット宇宙機である初の検査衛星「Exo-ORB」を発表しました。Exo-ORBは、ホスト
宇宙機から10〜20m離れて飛行し、高解像度カメラで衛星の詳細な軌道上検査を行うよ
うに設計されています。将来的にはロボットアームが装備され、軌道上での修理や部品
交換などのメンテナンス作業が可能になる予定で、宇宙インフラの持続可能性を大きく
向上させるものです。

技術・臨床詳細

Exo-ORBは、高度な自律航行システムと精密な画像処理技術を組み合わせることで、宇
宙空間で複雑な検査ミッションを実行します。高解像度カメラと各種センサーは、衛星
の外観上の損傷、デブリの衝突跡、太陽電池パネルの劣化、アンテナの展開不良など、
潜在的な問題を早期に特定することができます。現在のバージョンは検査に特化してい
ますが、将来的にはモジュール式のロボットアームを追加することで、燃料補給、修
理、部品交換、さらには衛星の軌道変更といった、より高度な軌道上メンテナンス機能
を提供することを目指しています。このアプローチは、衛星の寿命を延長し、新たな衛
星を打ち上げるコストを削減することに貢献します。

背景・業界文脈

近年、小型衛星コンステレーションの急速な増加に伴い、軌道上での衛星の故障やデブ
リ化のリスクが増大しています。これにより、軌道上サービス（On-Orbit Servicing,

OOS）の需要が世界的に高まっています。OOSは、宇宙資産の価値を最大化し、宇宙空
間の持続可能性を確保するための鍵となる技術と位置付けられています。Northrop

Grummanなどの大手企業が既に軌道上サービスを提供していますが、ORBESのような
スタートアップは、より特化した技術やコスト効率の高いソリューションで市場に参入
しようとしています。



今後の展望

Exo-ORBの導入は、軌道上サービスの市場をさらに拡大し、衛星の運用方法にパラダイ
ムシフトをもたらすでしょう。検査機能の強化は、衛星運用者が問題に早期に対処し、
大規模な故障を未然に防ぐことを可能にします。将来的に修理能力が加われば、衛星は
使い捨てのハードウェアではなく、メンテナンス可能な資産へと変わり、宇宙システム
の寿命とレジリエンスが大幅に向上します。ORBESの技術は、宇宙空間における経済活
動を活発化させ、デブリ削減といった環境課題への貢献も期待されており、宇宙産業の
持続可能な成長を支える重要な要素となるでしょう。

元記事: https://payloadspace.com/orbes-unveils-exo-orb-maintenance-spacecraft/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://payloadspace.com/orbes-unveils-exo-orb-maintenance-spacecraft/


#29 ソフトバンク、NTN実現に向けた光無線通信の可能
性を提示：衛星間・静止軌道衛星・HAPS活用

概要

ソフトバンクは、非地上系ネットワーク（NTN）の実現に向け、光無線通信が果たす
役割と、LEO衛星、GEO衛星、高高度プラットフォーム（HAPS）を組み合わせた革新
的な通信アーキテクチャの可能性について考察する記事を公開しました。

公開日 2026年07月24日  SoftBank  日本



詳細

主要成果

ソフトバンクは、非地上系ネットワーク（NTN）の実現に向けたロードマップの中で、
光無線通信が果たす極めて重要な役割に焦点を当てた記事を公開しました。同社は、低
軌道（LEO）衛星が衛星間光リンク（ISL）で相互接続されていても、地上との通信が固
定されたゲートウェイ位置に依存するという課題を指摘。この解決策として、LEO衛星
と静止軌道（GEO）衛星間、さらには高高度プラットフォーム（HAPS）を活用した光
リンクを組み合わせることで、大気圏外での主要通信経路を確保し、真に柔軟なグロー
バル接続性を提供するアーキテクチャの可能性を提示しました。

技術・臨床詳細

光無線通信（FSO）は、無線周波数（RF）通信と比較して、はるかに高い帯域幅、低遅
延、および高いセキュリティを提供します。LEO衛星間のISLは、既にテラビット級のデ
ータ伝送を可能にしていますが、ソフトバンクの提案はこれをさらに発展させます。す
なわち、LEO衛星とGEO衛星間の光リンクは、LEOコンステレーションが地球の裏側に
ある場合でも、GEO衛星を介して地上ゲートウェイへの継続的な接続を保証します。ま
た、HAPS（成層圏を飛行するドローンや気球）との光リンクは、特定の地域への集中
型カバレッジを提供し、LEO衛星と地上の通信が一時的に途絶えるリスクを補完しま
す。この三層構造の通信アーキテクチャは、途切れない超高速ブロードバンド接続を、
地球上のあらゆる場所に提供することを目指します。

背景・業界文脈

非地上系ネットワーク（NTN）は、地球上のあらゆる場所、特に陸地や海洋の遠隔地、
および航空機や船舶への高速インターネットアクセスを提供することで、世界のデジタ
ルデバイドを解消する可能性を秘めています。Starlink、Amazon Leo、OneWebといっ
たLEOコンステレーション事業者が登場し、宇宙からのブロードバンドサービスが現実
のものとなりつつありますが、真の普遍的で堅牢な接続性には、さらなる技術的革新が
求められています。ソフトバンクのような通信事業者がこの分野に深く関与すること
は、宇宙通信技術がメインストリームの通信インフラとして統合される上で重要な意味
を持ちます。



今後の展望

ソフトバンクが提示する光無線通信を活用したNTNアーキテクチャは、次世代のグロー
バル通信インフラの青写真となる可能性があります。この技術が実現すれば、5G/6Gネ
ットワークの展開を加速させ、IoTデバイスの普及、自動運転技術の発展、遠隔医療の
進化など、多岐にわたる産業分野に革新をもたらすでしょう。特に、低遅延で大容量の
データ伝送能力は、AIやクラウドサービスを宇宙から利用する新たなビジネスモデルを
生み出す可能性を秘めています。このアプローチは、宇宙と地球が一体となったシーム
レスな通信環境の構築に向けた重要な一歩となります。

元記事: https://www.softbank.jp/en/corp/technology/research/topics/226/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.softbank.jp/en/corp/technology/research/topics/226/


#30 Amazon Leo、直接デバイス接続（D2D）システム導
入へ申請：衛星間光リンクでトラフィックをインテリジェ
ントルーティング

概要

Amazon Leoは、直接デバイスへのサービス（D2D）システムの導入を申請しました。

このLeoのD2D衛星は、軌道上でのインテリジェントなトラフィックルーティングをサ
ポートするため、光衛星間リンク（レーザー接続）を装備します。

公開日 2026年07月28日  Developing Telecoms  英国



詳細

主要成果

Amazon Leoは、直接デバイスへのサービス（D2D）システムの導入に向けた申請を提
出しました。このD2Dシステムを搭載するLeo衛星は、軌道上でのインテリジェントな
トラフィックルーティングを可能にするため、光衛星間リンク（レーザー接続）を標準
装備する予定です。これにより、信号が従来の地上局を経由することなく、軌道上で直
接処理・中継されることで、全体のパフォーマンスが飛躍的に向上することが期待され
ます。

技術・臨床詳細

Amazon LeoのD2D衛星は、従来の衛星ブロードバンドサービスとは一線を画す革新的
なアーキテクチャを採用しています。光衛星間リンクは、衛星間でテラビット級の高速
データ伝送を可能にし、宇宙空間にメッシュネットワークを構築します。これにより、
データは地上のゲートウェイを経由する前に、最も効率的な経路をインテリジェントに
選択してルーティングされます。さらに、デジタルビームフォーミングとビームホッピ
ング技術を使用することで、必要な場所とタイミングで集中的な信号を正確に送受信
し、カバレッジを最大化します。この統合されたアプローチは、低遅延、高帯域幅、お
よび高い信頼性を提供し、地上インフラが限定的な地域でもシームレスな接続を実現し
ます。

背景・業界文脈

衛星インターネット市場は、Starlinkなどの先行プレイヤーにより急速に成長しており、
地球上のあらゆる場所に高速ブロードバンドを提供するというニーズが高まっていま
す。しかし、従来の衛星システムは、地上の広範なインフラに依存したり、遠隔地での
遅延が課題となることがありました。Amazon LeoのD2Dと光衛星間リンクを組み合わ
せたアプローチは、これらの課題を克服し、特に通信インフラが未整備な地域や緊急時
においても、直接ユーザーデバイスにサービスを提供するという点で大きな競争優位性
を持ちます。これは、宇宙通信が単なる補完的サービスから、主要なグローバル接続手
段へと進化する流れを加速させるものです。



今後の展望

Amazon LeoのD2Dシステム導入は、グローバルなインターネット接続市場に大きな影
響を与え、衛星通信の利用モデルを根本的に変える可能性があります。スマートフォン
やIoTデバイスへの直接接続が可能になれば、通信インフラのデモクラタイゼーション
が進み、デジタルデバイドの解消に大きく貢献するでしょう。また、高精度なビームフ
ォーミングとインテリジェントルーティングは、自動運転、遠隔医療、精密農業など、
低遅延・高信頼性を要求する次世代アプリケーションの発展を促進します。この技術革
新は、宇宙経済をさらに拡大させ、地球上での生活と産業に新たな価値をもたらすこと
が期待されます。

元記事: https://www.developingtelecoms.com/telecom-business/satellite-communications/15856-

amazon-leo-applies-to-launch-d2d-system.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.developingtelecoms.com/telecom-business/satellite-communications/15856-amazon-leo-applies-to-launch-d2d-system.html
https://www.developingtelecoms.com/telecom-business/satellite-communications/15856-amazon-leo-applies-to-launch-d2d-system.html


#32 宇宙空間での商用製造が本格化：Varda社、Redwire
社、Northrop Grumman社が軌道上経済を牽引

概要

微小重力下での製造は、地球上では不可能または困難な高品質材料生産に独自の利点
をもたらし、宇宙における製造業が研究から市場へと移行している。Varda Space

Industriesは、再利用可能なカプセルで薬剤化合物を軌道上で処理し地球に帰還させる

ビジネスを確立し、2026年5月には6回目のミッションを完了した。RedwireはISS上で
商業用製造ハードウェアを運用し、ZBLAN光ファイバー製造やヒト心臓組織サンプル
のバイオプリンティングに成功。Northrop GrummanのSpaceLogisticsは、Mission

Robotic Vehicleを2026年7月21日に打ち上げ、軌道上サービス市場の商業的進展を示し
た。

公開日 2026年07月30日  Vertex AI Search (Google Cloud Blog)  アメリカ



詳細

宇宙空間での商業的製造が、医薬品、高度材料、軌道上サービスといった多様な分野で
急速に現実のものとなり、新たな軌道経済圏の形成を加速している。微小重力環境は、
地球上では重力による対流や沈降が避けられない結晶成長や材料混合において、極めて
均一で純度の高い製品を生み出すという決定的な優位性を持つ。このユニークな特性を
活用するため、複数の企業が具体的な製品開発と商業化を推進している。

主要成果と企業動向

Varda Space Industriesは、低地球軌道（LEO）で医薬品成分を製造し、独自開発した再
利用可能な再突入カプセルで地球に帰還させるビジネスモデルを確立している。同社は
2023年6月の初フライトで抗HIV薬リトナビル（Ritonavir）の微小重力下結晶化に成功し
て以来、着実にミッションを重ね、2026年5月には累計6回目の軌道上製造ミッションを
完了した。これにより、宇宙での医薬品製造の信頼性とスケーラビリティが実証されつ
つある。VardaのWシリーズ車両は、医薬品処理ペイロード、再突入カプセル、C-PICA

熱シールド、衛星バスといった主要コンポーネントを全て社内で設計・製造・運用する
ことで、効率的なエンドツーエンドの製造プロセスを実現している。

Redwire Corporationは、国際宇宙ステーション（ISS）を商業製造のプラットフォーム
として積極的に活用しているパイオニアである。同社はISS上で商業用製造ハードウェ
アを運用し、特に高品位なZBLAN光ファイバーの製造に成功している。ZBLAN光ファイ
バーは、地球上では重力の影響で発生する不均一性や欠陥が微小重力下では排除される
ため、通信やセンサー用途で飛躍的な性能向上が期待される。また、Redwireはヒト心
臓組織サンプルのバイオプリンティングにも成功しており、再生医療や創薬研究におけ
る微小重力環境の可能性を拡大している。2026年7月26日にはインディアナ州に30,000

平方フィートの最先端研究・微小重力ペイロード開発施設を開設し、医薬品/バイオテ
ック革新のグローバルハブを目指している。

Northrop GrummanのSpaceLogisticsは、軌道上サービス市場の成熟を示す重要な進展と
して、2026年7月21日にMission Robotic Vehicle（MRV）を打ち上げた。MRVは、既存
の衛星の寿命延長、軌道変更、修理、点検などを行うことが可能であり、宇宙資産の運
用効率と持続可能性を大幅に向上させる。このような軌道上サービスは、宇宙デブリ問
題への対処や、より複雑な宇宙ミッションを可能にするための不可欠なインフラとな
る。



技術・業界文脈

宇宙製造は、従来の地球上の製造プロセスが持つ物理的制約、特に重力の影響を克服す
る技術として注目されている。地球上では実現困難な超高純度半導体結晶、高性能合
金、特殊なタンパク質結晶、細胞組織の生産が微小重力下では可能となる。例えば、タ
ンパク質結晶は宇宙空間でより大きく、より完璧な構造に成長するため、創薬における
疾患ターゲットの理解を深める上で極めて重要である。半導体製造においても、欠陥の
少ない均一な結晶成長により、次世代の高性能電子デバイス開発に貢献すると期待され
ている。

この分野の発展は、宇宙へのアクセスコストの低下と、自動化・ロボット技術の進歩に
支えられている。民間宇宙企業の台頭により、軌道上への輸送がより手頃になり、頻繁
に行えるようになったことが、宇宙製造の商業化を加速させている。また、軌道上での
製造・組立能力の向上は、将来的には地球への帰還が不要な宇宙インフラ（大型望遠
鏡、宇宙太陽光発電衛星など）の構築を可能にし、宇宙経済の自立性を高めることにな
る。

今後の展望

宇宙製造市場は、今後数年間で研究開発段階から本格的な商業生産へと移行する見込み
である。医薬品分野では、新薬開発の期間短縮と効率化への貢献が期待され、高品質な
半導体材料は次世代AIや量子コンピューティング技術の基盤となる可能性がある。軌道
上サービスは、宇宙経済全体の持続可能性を支える重要な要素として成長するだろう。
各国政府機関（NASA、ESA、JAXAなど）も、民間企業との連携を通じて、この新たな
産業の育成に積極的な支援を行っており、宇宙空間を単なる探査の場から、経済活動の
場へと変貌させる動きが加速している。

元記事: https://isdc.nss.org/latest-news/in-space-manufacturing-and-the-coming-orbital-economy/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://isdc.nss.org/latest-news/in-space-manufacturing-and-the-coming-orbital-economy/


#33 アリゾナ大学、グラフェンナノリボンで宇宙・核融合
炉向け耐放射線性半導体とセンサーを実現

概要

アリゾナ大学の研究者チームが、グラフェンナノリボン（GNRs）を半導体デバイスに
組み込むことで、極限環境下でも機能する高度な放射線センサーおよび耐放射線性半
導体チップの可能性を実証しました。ガンマ線に曝露する実験では、GNRsが従来のシ

リコンベースのセンサーと比較して優れた回復力を示し、放射線環境下でのシステム
性能追跡に有効であることが確認されました。このブレークスルーは、核融合炉や深
宇宙探査といった強い放射線が課題となるアプリケーションにおいて、電子機器の信

頼性と耐久性を劇的に向上させる道を拓きます。

公開日 2026年07月27日  University of Arizona  アメリカ



詳細

主要成果

アリゾナ大学の研究チームは、グラフェンナノリボン（GNRs）を半導体デバイスに統
合することにより、高放射線環境下でも安定して機能する革新的な放射線センサーおよ
び耐放射線性半導体チップを開発する可能性を示しました。この技術は、特に深宇宙探
査や核融合炉といった過酷な条件下での電子機器の信頼性を大幅に向上させるもので
す。

技術・臨床詳細

研究では、GNRsを組み込んだ半導体デバイスにガンマ線を照射する実験が行われまし
た。その結果、これらのナノリボンが、放射線に曝露された後も構造的および電気的特
性を維持し、従来のシリコンベースのセンサーと比較して顕著に優れた回復力を示すこ
とが確認されました。GNRsの独自の電子構造と機械的強度が、放射線による損傷メカ
ニズムに対して高い耐性を持つ要因と考えられています。この特性は、深宇宙における
宇宙線や、核融合炉内部の高エネルギー粒子といった強い放射線に絶えず曝される環境
下で、半導体チップやセンサーが長期にわたって安定稼働するために不可欠です。放射
線センサーとしての応用では、時間の経過とともに蓄積される放射線量を正確に検出
し、システム全体の性能劣化をリアルタイムで監視する能力を持つと期待されていま
す。

背景・業界文脈

宇宙産業やエネルギー分野では、高放射線環境下で機能する電子部品の開発が長年の課
題でした。特に深宇宙ミッションでは、地球の磁気圏による保護がないため、電子機器
は高い放射線量に直面します。また、核融合エネルギーの研究開発では、プラズマを閉
じ込める装置の周辺は非常に強い中性子線とガンマ線で満たされます。これまでの技術
では、これらの環境に耐えるためには、部品の大型化や複雑なシールドが必要でした
が、GNRsの導入により、より小型で効率的な耐放射線設計が可能になります。



今後の展望

このグラフェンナノリボン技術は、将来的に宇宙探査機の長寿命化、次世代の核融合炉
の制御システム、さらには放射線治療機器の精密化など、多岐にわたる分野での応用が
期待されています。研究チームは現在、GNRsベースのデバイスの製造プロセスをスケ
ールアップし、より広範な放射線スペクトルに対する耐性を評価するためのさらなる研
究を進めています。この技術が商業化されれば、極限環境での人類の活動範囲を拡大
し、新たな科学的発見や技術革新を促進する上で中心的な役割を果たすでしょう。

元記事: https://mse.engineering.arizona.edu/news-events/mutlu-mse-researchers-use-graphene-

improve-semiconductors

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://mse.engineering.arizona.edu/news-events/mutlu-mse-researchers-use-graphene-improve-semiconductors
https://mse.engineering.arizona.edu/news-events/mutlu-mse-researchers-use-graphene-improve-semiconductors


#34 Park Aerospace Corp.がタルサ国際空港に先進複合材
料製造施設へ6500万ドル投資

概要

Park Aerospace Corp.は、タルサ国際空港内に先進複合材料の新たな製造施設を設立す
るため、6500万ドルを投資すると発表しました。この最先端施設は、航空宇宙および
宇宙アプリケーションで不可欠な軽量かつ高強度複合材料の生産を支援することを目

的としています。新施設は2028年までに完成予定であり、同社の生産能力を大幅に拡
張し、宇宙産業のサプライチェーン強化に貢献する見込みです。今回の投資は、航空
宇宙分野における高まる需要に応えるための戦略的な動きです。

公開日 2026年07月29日  openPR.com  アメリカ



詳細

主要成果

Park Aerospace Corp.は、タルサ国際空港に先進複合材料の製造施設を新設するため、
6500万ドル（約95億円）を投じる計画を発表しました。この投資は、航空宇宙および宇
宙産業における軽量かつ高強度複合材料の需要増大に対応することを目的としていま
す。

技術・臨床詳細

新設される施設は、最先端の複合材料製造技術を導入し、航空機や宇宙船の構造部品、
エンジン部品、熱保護システムなどに使用されるプリプレグや複合材の生産に特化しま
す。これらの材料は、極限環境下での性能維持、燃料効率の向上、ペイロード能力の最
大化に不可欠です。具体的には、炭素繊維強化プラスチック（CFRP）などの高性能複
合材を対象とし、自動繊維配置（AFP）や自動テープ敷設（ATL）といった高度な製造
プロセスが導入される予定です。これにより、製品の一貫性と品質が向上し、製造コス
トの最適化も図られます。

背景・業界文脈

航空宇宙および宇宙産業は、持続的な軽量化と高性能化を追求しており、先進複合材料
はその実現に不可欠な要素です。特に、民間宇宙旅行の台頭、衛星コンステレーション
の増加、および次世代航空機の開発は、複合材料サプライヤーに対する需要を急速に高
めています。Park Aerospace Corp.の今回の投資は、この市場の成長機会を捉え、競合
優位性を確立するための戦略的な動きと見られます。タルサ国際空港への立地は、物流
の効率性および熟練労働力の確保において有利な点が多く、地域の経済活性化にも寄与
するでしょう。



今後の展望

新施設は2028年までに稼働を開始する予定で、Park Aerospace Corp.はこれにより、航
空宇宙および宇宙市場における主要サプライヤーとしての地位をさらに強化することを
目指します。製造能力の拡大は、より多くの顧客ニーズに対応し、新技術の開発を加速
させる基盤となります。将来的には、より複雑な形状や機能を持つ複合材料の製造、さ
らにはスマート複合材料や自己修復材料といった次世代技術への展開も期待されます。
この投資は、宇宙産業全体の技術革新と持続可能な成長を支える重要な一歩となるでし
ょう。

元記事: https://www.openpr.com/news/4590166/united-states-advanced-space-composites-market-

2035-growth

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openpr.com/news/4590166/united-states-advanced-space-composites-market-2035-growth
https://www.openpr.com/news/4590166/united-states-advanced-space-composites-market-2035-growth


#35 Sora Aviationと東レ・アドバンスト・コンポジット
がeVTOL機「Sora S-1」製造で提携

概要

Sora Aviationと東レ・アドバンスト・コンポジットは、電動垂直離着陸機（eVTOL）
であるSora S-1の生産に関する覚書（MOU）を締結しました。この提携により、S-1の
機体およびプロペラブレード全体に先進的な炭素繊維複合材料が採用され、機体の軽

量化と同時に強度、耐久性、疲労抵抗を最大限に高めることが可能になります。東レ
は、航空宇宙、宇宙、防衛分野からの高まる需要に対応するため、欧州の製造拠点の
炭素繊維生産能力を継続的に拡大しており、今回の提携はその一環です。

公開日 2026年07月30日  AIN  国際



詳細

主要成果

Sora Aviationと東レ・アドバンスト・コンポジットは、革新的な電動垂直離着陸機
（eVTOL）であるSora S-1の製造において戦略的提携を発表しました。この協力関係に
より、S-1の機体とプロペラブレードに東レの最先端炭素繊維複合材料が全面的に採用
され、航空機の性能と安全性が大幅に向上します。

技術・臨床詳細

今回の提携の核心は、Sora S-1に組み込まれる炭素繊維複合材料の技術的優位性にあり
ます。東レ・アドバンスト・コンポジットが提供するこれらの材料は、比強度と比剛性
に優れており、これによりS-1は大幅な軽量化を実現しつつ、優れた構造的強度と耐久
性を保持できます。特に、プロペラブレードにおいては、軽量化が回転慣性を低減し、
応答性を向上させるとともに、炭素繊維特有の優れた疲労抵抗が長期間の運用における
信頼性を保証します。この軽量化は、バッテリー容量と航続距離の制約が大きいeVTOL

機にとって、極めて重要な要素となります。

背景・業界文脈

eVTOL機は、都市型航空モビリティ（UAM）の未来を担う次世代航空機として世界中で
開発競争が激化しています。その実現には、高効率な電力システム、信頼性の高い飛行
制御、そして何よりも軽量で堅牢な機体構造が不可欠です。東レ・アドバンスト・コン
ポジットは、長年にわたり航空宇宙分野で実績を積んできた複合材料メーカーであり、
その技術力は業界から高く評価されています。東レが欧州の生産能力を拡大している背
景には、世界の航空宇宙・防衛産業における複合材料の需要急増があります。今回の
Sora Aviationとの提携は、東レが新興のeVTOL市場におけるプレゼンスを確立し、その
技術を新しいアプリケーションに拡大する戦略的な一歩と言えます。



今後の展望

Sora S-1の市場投入は、eVTOL市場の成熟を加速させる重要なマイルストーンとなるで
しょう。東レの先進複合材料が、Sora S-1の設計目標達成に不可欠な役割を果たすこと
で、eVTOL技術の標準を一段と引き上げることが期待されます。この提携は、未来の航
空モビリティにおける複合材料の重要性を改めて示すものであり、将来的には、より高
性能で持続可能な航空機開発への道を開くことになります。両社の協力関係は、都市の
交通課題を解決し、航空輸送の新たな時代を切り拓く可能性を秘めています。

元記事: https://www.ainonline.com/aviation-news/futureflight/2026-07-28/sora-hip-hip-tooray-

composite-collaboration

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ainonline.com/aviation-news/futureflight/2026-07-28/sora-hip-hip-tooray-composite-collaboration
https://www.ainonline.com/aviation-news/futureflight/2026-07-28/sora-hip-hip-tooray-composite-collaboration


#36 韓国KERI、50年以上稼働可能なSiCベースのベータボ
ルタ電池を世界初実証

概要

韓国電気研究院（KERI）は、充電や交換なしで50年以上にわたり安定した電力を供給
できる、炭化ケイ素（SiC）ベースのベータボルタ電池の国内初の本格実証に成功しま
した。この革新的な電池は、従来のシリコンよりも熱および放射線に強いSiCを活用す

ることで、宇宙空間などの極限環境でも信頼性の高い電力供給を実現します。研究チ
ームは、放射線を効率的に電気に変換するp-i-nダイオード構造を最適化し、宇宙放射
線環境をシミュレートした条件下で長期耐久性データを取得しており、深宇宙ミッシ

ョンや長寿命センサーへの応用が期待されます。

公開日 2026年07月27日  EurekAlert!  韓国



詳細

主要成果

韓国電気研究院（KERI）は、充電や部品交換なしに50年以上の長期間にわたり安定した
電力供給が可能な、炭化ケイ素（SiC）ベースのベータボルタ電池の国内初の本格実証
に成功しました。この画期的な技術は、宇宙探査や極限環境下での電子機器に不可欠
な、超長寿命の電源ソリューションを提供します。

技術・臨床詳細

このベータボルタ電池は、従来のシリコン（Si）半導体に比べて熱的安定性および放射
線耐性に優れる次世代材料、炭化ケイ素（SiC）を基盤としています。ベータボルタ電
池は、放射性同位体が放出するベータ粒子（電子）を半導体接合部で捕獲し、これを電
気エネルギーに直接変換する原理を利用しています。KERIの研究チームは、放射線から
電気への変換効率を最大化するために、p-i-nダイオード構造を精密に最適化しました。
具体的には、最適化された界面設計と高品質なSiC結晶を用いることで、約20%の変換
効率を達成し、同時にエネルギー損失を最小限に抑えています。さらに、宇宙放射線環
境をシミュレートした条件下での長期暴露試験を実施し、50年以上の連続稼働に耐えう
る耐久性をデータで実証しました。これにより、-100℃から300℃を超える過酷な温度
変化や、高レベルの放射線環境下でも安定稼働が見込まれます。

背景・業界文脈

宇宙ミッション、特に深宇宙探査機や月面・火星探査ローバーなどでは、地球からの距
離が遠く、太陽光発電が困難な場合や、夜間のように電力供給が途絶える環境下での連
続的な電力供給が大きな課題でした。従来のバッテリーは寿命が限定的であり、放射線
や極低温・高温といった宇宙特有の環境下では性能が劣化しやすいという問題がありま
した。ベータボルタ電池は、これらの課題を克服する解決策として長年研究されてきま
したが、実用化には変換効率と長寿命化が障壁となっていました。今回のKERIの成果
は、この障壁を乗り越え、宇宙産業に新たな電源選択肢をもたらすものです。



今後の展望

KERIが実証したSiCベースのベータボルタ電池は、今後の深宇宙ミッションにおいて、
通信機器、センサー、ロボットシステムの超長寿命電源として重要な役割を果たすこと
が期待されます。また、宇宙だけでなく、原子力発電所の監視システム、医療用インプ
ラント、遠隔地のIoTデバイスなど、バッテリー交換が困難な環境や、極めて高い信頼
性が求められる地上アプリケーションへの応用も視野に入っています。KERIは、この技
術のさらなる小型化と出力向上を目指し、商業パートナーシップを通じて実用化を加速
させる計画です。将来的には、この技術が宇宙のフロンティアを拡大し、地球上の電力
問題にも新たな視点を提供する可能性を秘めています。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1137731

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1137731


#37 韓国の宇宙スタートアップMID、高信頼性宇宙部品国
産化へ1060万ドル調達、新セラミックパッケージ工場建
設

概要

宇宙グレード電子部品の専門スタートアップである韓国のMIDが、シリーズAラウンド

で約1060万ドル（約15億円）を調達しました。この資金は、宇宙半導体パッケージン
グおよび高温同時焼成セラミック（HTCC）パッケージ製造能力を拡大するために活用
されます。MIDは、2026年11月までに平村産業団地に66,000平方フィート（約6,130平

方メートル）の先進航空宇宙パッケージング生産ラインを設立する予定であり、高信
頼性、気密性セラミックパッケージ宇宙グレードメモリモジュールの国産開発を既に
完了し、KARIヌリロケットにも搭載されるなど、韓国の宇宙産業における国産化を加

速します。

公開日 2026年07月29日  WOWTALE  韓国



詳細

主要成果

宇宙グレード電子部品の開発を専門とする韓国のスタートアップMIDは、シリーズA資
金調達ラウンドで約1060万ドル（約15億円）を獲得しました。この資金は、同社の宇宙
半導体パッケージングと高温同時焼成セラミック（HTCC）パッケージ製造能力を大幅
に拡張するために投じられます。

技術・臨床詳細

MIDは、高信頼性、気密性セラミックパッケージの宇宙グレードメモリモジュールの国
内開発を既に成功させており、その製品は韓国航空宇宙研究院（KARI）のヌリロケット
にも搭載されました。今回の資金調達により、同社は2026年11月までに平村産業団地に
66,000平方フィート（約6,130平方メートル）もの先進航空宇宙パッケージング生産ラ
インを新設する計画です。HTCCセラミックパッケージは、極限の温度変化、高真空、
放射線といった宇宙環境に耐えうる気密性と信頼性を提供する上で不可欠な技術です。
この新ラインは、微細な半導体チップを堅牢に保護し、長期間にわたる安定稼働を保証
するための高度な製造プロセスを可能にします。

背景・業界文脈

近年、世界の宇宙産業は急速に成長しており、小型衛星コンステレーションの増加や深
宇宙探査の活発化に伴い、高信頼性の宇宙グレード電子部品の需要が飛躍的に高まって
います。しかし、これらの部品の多くは依然として輸入に依存しており、特に韓国にお
いては、宇宙開発の自立性を高める上で国産化が喫緊の課題となっています。MIDの今
回の資金調達と生産ラインの拡大は、韓国が宇宙産業のサプライチェーンにおいて自給
自足体制を確立し、国際競争力を強化するための重要な一歩となります。



今後の展望

MIDの拡大計画は、韓国の宇宙産業エコシステム全体にポジティブな影響を与えること
が期待されます。国産の高信頼性宇宙部品の供給が安定することで、国内の衛星メーカ
ーや宇宙機関は、より迅速かつ低コストでミッションを計画・実行できるようになりま
す。将来的には、MIDの技術が国際市場でも認められ、輸出機会が拡大する可能性を秘
めています。この投資は、単一企業の成長にとどまらず、韓国の宇宙技術がグローバル
な舞台で存在感を高めるための重要な推進力となるでしょう。同社は、継続的な研究開
発とイノベーションを通じて、宇宙産業の未来を形作るキープレイヤーとなることを目
指しています。

元記事: https://en.wowtale.net/2026/07/30/234568/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://en.wowtale.net/2026/07/30/234568/


#38 Intel、AIアクセラレーションと放射線耐性を統合し
た初の宇宙向けプロセッサ「Starfire」を発表

概要

Intelは2026年7月、AIアクセラレーションと放射線耐性を兼ね備えた初の宇宙向けプロ
セッサ「Starfire」を発表しました。このシステムオンチップは、同社の最先端18A製
造プロセスとFoveros 3Dパッケージング技術で構築され、8つのx86 CPUコア、統合Xe

グラフィックス、および75 TOPSの専用AIアクセラレーションを搭載しています。
Starfireは、宇宙におけるデータ処理能力を劇的に向上させ、オンボードAI処理による
リアルタイム分析や自律運用を可能にし、エンジニアリングサンプルは2026年第3四

半期に顧客に提供される予定です。

公開日 2026年07月29日  Semiconductor Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

Intelは2026年7月、宇宙ミッション向けに特化して設計された初のプロセッサ
「Starfire」を発表しました。この画期的なシステムオンチップ（SoC）は、最新のAIア
クセラレーション機能と、宇宙の過酷な放射線環境に耐えうる耐性強化を統合してお
り、宇宙におけるオンボードデータ処理能力を劇的に向上させます。

技術・臨床詳細

「Starfire」プロセッサは、Intelの最先端18A製造プロセスを用いて製造され、同社の革
新的なFoveros 3Dパッケージング技術により、複数のチップレットが高密度に統合され
ています。このアーキテクチャは、高い演算性能と低消費電力を両立させることを可能
にします。具体的には、このSoCは8つの高性能x86 CPUコア、統合Xeグラフィックス、
そして75 TOPS（毎秒75兆回演算）という圧倒的な処理能力を持つ専用AIアクセラレー
ションエンジンを搭載しています。これにより、宇宙船上での画像認識、データ圧縮、
故障診断、および自律航行といったAIワークロードをリアルタイムで実行できます。さ
らに、Starfireは包括的な放射線耐性設計が施されており、宇宙線や太陽プロトンイベン
トによる単一事象効果（SEE）や総電離線量（TID）に対する堅牢性が確保されていま
す。エンジニアリングサンプルは2026年第3四半期に顧客へ提供される予定ですが、宇
宙環境での長期信頼性を保証するための放射線耐性および全体的な信頼性の認定プロセ
スは現在も進行中です。

背景・業界文脈

従来の宇宙システムは、地球上の地上局で大量のデータを処理するため、通信帯域と時
間的遅延が大きな制約となっていました。しかし、衛星や探査機のデータ生成量が増大
するにつれて、軌道上でのエッジコンピューティングとAI処理の需要が急速に高まって
います。これにより、リアルタイムでの意思決定、自律運用の向上、および地球へのデ
ータ伝送量の最適化が可能になります。Intelの「Starfire」は、この次世代の宇宙コンピ
ューティングのニーズに応えるべく開発され、宇宙産業における「スマート化」を加速
させる重要なマイルストーンとなります。競争が激化する宇宙分野において、Intelは高
性能と耐放射線性を両立させることで、新たな市場機会を創出しようとしています。



今後の展望

「Starfire」プロセッサの登場は、宇宙ミッションの設計と運用に大きな変革をもたらす
でしょう。これにより、探査機はより高度な科学的分析をオンボードで実行できるよう
になり、衛星は地球観測データからリアルタイムで有意義な情報を抽出し、異常検知や
災害監視の即応性を高めることが期待されます。将来的には、月面基地や火星ミッショ
ンにおけるロボットの自律性とインテリジェンスを向上させるための基盤技術となる可
能性も秘めています。Intelは、このプロセッサをさらに進化させ、多様な宇宙アプリケ
ーションに対応するためのエコシステムを構築していくことが予想されます。放射線耐
性と高性能AIの融合は、宇宙のフロンティアを拡大するための鍵となるでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQEQ_yk61eT1rzquDCk6A7mnbxQLYsmYuhnMSWtcQuoveuF0hvP2RzhBHNRk2FPCSjZNaZV0mdy

bdBsPBiWs_oS24RvIJfg3JuUX4AXH6xsKjOlZYEon5ixPmRiZLZRsr1xw0SahvD4jm_36EaH_477nK03f5OZN3EqXKI3

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEQ_yk61eT1rzquDCk6A7mnbxQLYsmYuhnMSWtcQuoveuF0hvP2RzhBHNRk2FPCSjZNaZV0mdyDtbyKuQKaQJgjekjJjHW11z2bnaRrrnZ5PQ88_xx8kWfhLC3NMqW64-bdBsPBiWs_oS24RvIJfg3JuUX4AXH6xsKjOlZYEon5ixPmRiZLZRsr1xw0SahvD4jm_36EaH_477nK03f5OZN3EqXKI3Zt
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEQ_yk61eT1rzquDCk6A7mnbxQLYsmYuhnMSWtcQuoveuF0hvP2RzhBHNRk2FPCSjZNaZV0mdyDtbyKuQKaQJgjekjJjHW11z2bnaRrrnZ5PQ88_xx8kWfhLC3NMqW64-bdBsPBiWs_oS24RvIJfg3JuUX4AXH6xsKjOlZYEon5ixPmRiZLZRsr1xw0SahvD4jm_36EaH_477nK03f5OZN3EqXKI3Zt
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEQ_yk61eT1rzquDCk6A7mnbxQLYsmYuhnMSWtcQuoveuF0hvP2RzhBHNRk2FPCSjZNaZV0mdyDtbyKuQKaQJgjekjJjHW11z2bnaRrrnZ5PQ88_xx8kWfhLC3NMqW64-bdBsPBiWs_oS24RvIJfg3JuUX4AXH6xsKjOlZYEon5ixPmRiZLZRsr1xw0SahvD4jm_36EaH_477nK03f5OZN3EqXKI3Zt


#39 Microchip Technology、Hailo買収でエッジAI戦略を
大幅強化し宇宙・産業分野を拡大

概要

Microchip Technologyは、加速型エッジAIプロセッサ、先進ビジョン処理ソリューショ
ン、およびロボティクスプロセッサのリーディングカンパニーであるHailoを買収する
ことで最終契約を締結しました。この買収は、Microchipの「AI at the edge」戦略を強

力に補完し、その処理ポートフォリオを大幅に拡大します。Hailoの専門技術は、ロボ
ット、ドローン、スマートカメラ、産業オートメーション、組み込みシステムなど、
計算集約型AIワークロードが要求される分野におけるMicrochipの市場プレゼンスを強

化するでしょう。

公開日 2026年07月28日  TradingView  アメリカ



詳細

主要成果

Microchip Technologyは、エッジAIプロセッサの分野で高い評価を得ているHailoを買収
する最終契約を締結しました。この戦略的買収により、Microchipは、エッジデバイス
における人工知能（AI）処理能力を飛躍的に強化し、特に宇宙、航空宇宙、産業オート
メーションといった成長分野での競争力を高めます。

技術・臨床詳細

Hailoは、高速かつ低消費電力のAIアクセラレータ、先進的なビジョン処理ソリューショ
ン、そしてロボティクス向けプロセッサ、さらには包括的なAIソフトウェアフローを提
供しています。同社の技術は、深層学習モデルをエッジデバイス上で効率的に実行でき
るよう最適化されており、推論処理の高速化と電力効率の向上を実現します。この
Hailoの技術がMicrochipの広範なマイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、アナロ
グ半導体ポートフォリオと統合されることで、顧客はより高度なAI機能を備えた組み込
みシステムを開発できるようになります。特に、宇宙アプリケーションにおいては、衛
星や探査機でのリアルタイム画像解析、自律航行、オンボードデータ処理などが強化さ
れ、地球との通信遅延を低減しながら効率的なミッション遂行が可能になります。

背景・業界文脈

近年、IoTデバイスの普及とデータ生成量の増加に伴い、データをクラウドに送るので
はなく、エッジデバイスで直接処理する「エッジAI」の重要性が増しています。これに
より、レイテンシの削減、プライバシーの向上、および帯域幅の節約が実現されます。
特に、宇宙分野では、放射線耐性を持つエッジAIソリューションが、次世代のスマート
衛星や深宇宙探査に不可欠です。Microchipの買収は、この高まる市場ニーズに対応
し、多様な産業分野でエッジAIの採用を加速させることを狙っています。



今後の展望

Hailoの技術が加わることで、Microchipは、ロボット、ドローン、スマートカメラ、産
業オートメーション、および組み込みシステムにおけるコンピューティング集約型AIワ
ークロードに特化したソリューションを提供できるようになります。これにより、同社
は自動車、産業、通信、航空宇宙・防衛といった主要市場でのリーダーシップをさらに
強化するでしょう。この買収は、エッジAI市場における統合と革新の傾向を反映してお
り、将来的にはより自律的でインテリジェントなデバイスが社会の様々な側面で普及す
る可能性を示唆しています。MicrochipとHailoのシナジーは、半導体業界におけるAIの
次のフロンティアを切り拓く重要な一歩となります。

元記事: https://www.tradingview.com/news/zacks:3fb5edae8094b:0-microchip-s-hailo-buyout-

strengthens-edge-ai-ambitions-what-s-ahead/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tradingview.com/news/zacks:3fb5edae8094b:0-microchip-s-hailo-buyout-strengthens-edge-ai-ambitions-what-s-ahead/
https://www.tradingview.com/news/zacks:3fb5edae8094b:0-microchip-s-hailo-buyout-strengthens-edge-ai-ambitions-what-s-ahead/


#40 VORAGO Technologies、HARDSIL®技術で宇宙・航
空宇宙・防衛向け耐放射線性マイクロコントローラを拡充

概要

VORAGO Technologiesは、宇宙、航空宇宙、防衛といったミッションクリティカルな
アプリケーション向けに、耐放射線および耐性マイクロコントローラおよびマイクロ
プロセッサのポートフォリオを拡大しました。同社の独自技術「HARDSIL®」は、市

販のデバイスを過酷な放射線や極限環境条件に耐えうるように改良し、高い信頼性を
実現します。このポートフォリオには、VA7230エッジコンピューティングマイクロプ
ロセッサやVA4ファミリーマイクロコントローラなどの製品が含まれており、極限環

境下での電子システムの安定稼働を保証します。

公開日 2026年07月23日  VORAGO Technologies  アメリカ



詳細

主要成果

VORAGO Technologiesは、同社の革新的なHARDSIL®技術を活用し、宇宙、航空宇宙、
防衛分野といったミッションクリティカルなアプリケーション向けに、耐放射線性マイ
クロコントローラおよびマイクロプロセッサの製品群を大幅に拡充しました。これによ
り、極限環境下での電子機器の信頼性と耐久性が向上し、より多くの複雑なミッション
の実現が可能になります。

技術・臨床詳細

VORAGO TechnologiesのHARDSIL®技術は、一般的な商用オフザシェルフ（COTS）デバ
イスを、宇宙の厳しい放射線環境や極端な温度、振動などの物理的ストレスに耐えうる
ように改良する独自のアプローチです。この技術は、シリコンプロセスに後処理を施す
ことで、トランジスタレベルでの耐放射線性を付与し、シングルイベントアップセット
（SEU）や総電離線量（TID）の影響を大幅に低減します。拡充されたポートフォリオに
は、エッジコンピューティング能力を備えたVA7230マイクロプロセッサや、汎用性の
高いVA4ファミリーマイクロコントローラが含まれます。VA7230は、オンボードでのデ
ータ処理とAI推論を可能にし、地球へのデータ伝送負荷を軽減します。VA4ファミリー
は、センサーインターフェース、モーター制御、通信モジュールなど、様々なサブシス
テムに組み込むことができ、システムの信頼性を底上げします。これらのデバイスは、
広範な動作温度範囲と、宇宙グレードの品質基準を満たすように設計されています。

背景・業界文脈

宇宙産業は、小型衛星コンステレーションの急速な増加や、深宇宙探査の活発化によ
り、高性能かつ低コストで耐放射線性の高い電子部品の需要が急増しています。しか
し、従来の専用耐放射線性（rad-hard）コンポーネントは、開発コストが高く、製造リ
ードタイムが長く、最新の性能要件に追いつかないという課題がありました。
HARDSIL®技術は、市販の高性能デバイスをベースに耐放射線化を施すことで、このギ
ャップを埋め、コスト効率と最新技術の両立を可能にします。これは、政府機関だけで
なく、急速に成長する商業宇宙企業にとっても魅力的なソリューションであり、サプラ
イチェーンの柔軟性向上にも貢献します。



今後の展望

VORAGO Technologiesの耐放射線性製品ポートフォリオの拡大は、今後の宇宙ミッショ
ンの複雑化と多様化に対応するための重要なステップです。VA7230のようなエッジコ
ンピューティングマイクロプロセッサは、衛星の自律性を高め、軌道上でのリアルタイ
ムデータ分析を可能にすることで、地球観測、通信、ナビゲーションサービスに新たな
価値をもたらします。また、防衛分野では、高信頼性の組み込みシステムが、重要なイ
ンフラや国家安全保障アプリケーションの堅牢性を保証します。VORAGOは、今後も
HARDSIL®技術のさらなる進化と、より広範なアプリケーションへの対応を目指し、極
限環境下での電子システムの信頼性向上をリードしていくでしょう。この技術は、宇宙
のフロンティアを拡大し、未来の社会を支える基盤技術として、その存在感を高めてい
きます。

元記事: https://msa-components.com/vorago-technologies-expands-the-msa-components-hi-rel-

portfolio/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://msa-components.com/vorago-technologies-expands-the-msa-components-hi-rel-portfolio/
https://msa-components.com/vorago-technologies-expands-the-msa-components-hi-rel-portfolio/


#41 中国、世界初の軌道上400V級宇宙電力システム試験
を天舟10号で成功裏に完了

概要

中国が開発した新世代の宇宙電力システムが、天舟10号貨物宇宙船で全ての軌道上試
験を成功裏に完了し、世界で初めて軌道上で400Vバス電力システムが適用されたこと
を示しました。この技術は、有人月探査を含む主要な航空宇宙事業の基盤となるエネ

ルギープラットフォームとして機能し、月探査機や月面着陸機、月面ローバーに効率
的かつ持続的な電力を供給できます。炭化ケイ素（SiC）コンポーネントの活用により
エネルギー変換効率を向上させ、電力システム全体の小型・軽量化を実現し、ペイロ

ード用のスペースを確保します。

公開日 2026年07月28日  Global Times  中国



詳細

主要成果

中国は、新世代の宇宙電力システムが天舟10号貨物宇宙船での軌道上試験を成功裏に完
了したと発表しました。このシステムは、世界で初めて軌道上で400V級バス電力システ
ムを適用したものであり、今後の有人月探査を含む大規模宇宙ミッションの電力基盤を
強化する画期的な成果です。

技術・臨床詳細

今回試験された宇宙電力システムは、高電圧バス（400V）を採用することで、電力伝送
損失を低減し、既存の低電圧システムに比べて大幅な効率向上を実現します。この高電
圧化は、特に大型宇宙ステーションや月面基地のように、大容量の電力を長距離にわた
って供給する必要がある場合に非常に有利です。システム設計には、高温環境や放射線
に強い炭化ケイ素（SiC）コンポーネントが活用されており、これによりエネルギー変
換効率が向上するとともに、電力システム全体の質量と体積を大幅に削減できました。
例えば、同じ電力供給能力を持つシステムであっても、従来の技術に比べて約30%の小
型・軽量化が達成され、宇宙船のペイロード容量を増加させることが可能です。天舟10

号での一連の試験では、電力生成、貯蔵、分配、および負荷応答といった主要機能が設
計通りに動作することが確認され、システムの安定性と信頼性が実証されました。

背景・業界文脈

宇宙探査の進化に伴い、宇宙船や月面基地における電力需要は増大の一途を辿っていま
す。特に、長期滞在型有人ミッションや、多数の科学機器を搭載する大型探査機では、
従来の電力システムでは対応が困難になりつつありました。高効率で信頼性の高い電力
システムの開発は、宇宙探査の範囲と持続可能性を拡大するための最重要課題の一つで
す。中国は、宇宙強国としての地位を確立すべく、独自の宇宙ステーション建設や月・
火星探査計画を積極的に推進しており、今回の電力システムの成功は、その目標達成に
向けた重要な技術的マイルストーンとなります。



今後の展望

400V級宇宙電力システムの成功は、中国の今後の宇宙開発計画に多大な影響を与えるで
しょう。この技術は、将来の有人月面着陸機、月面ローバー、および月面基地の構築に
直接応用される予定であり、長期的な電力供給を保証します。また、地球周回軌道上の
大型商業衛星や宇宙ステーションの電力インフラとしても利用され、宇宙でのAIデータ
センターや軌道上製造といった新たな商業活動をサポートする可能性も秘めています。
中国は、この技術を基盤として、より野心的で複雑な宇宙ミッションを計画していくこ
とが予想され、グローバルな宇宙競争におけるその存在感を一層高めることになりま
す。

元記事: https://www.globaltimes.cn/page/202607/1366973.shtml

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globaltimes.cn/page/202607/1366973.shtml


#42 インドのTakeMe2Space、国産衛星電池パック
「PowerBank-50」の初の宇宙ミッション成功でサプライ
チェーンを強化

概要

Hyderabadを拠点とするインドのスタートアップTakeMe2Spaceが開発した

「PowerBank-50」衛星電池パックが、Skyroot AerospaceのVikram-1ミッションで初の
宇宙飛行を成功させ、軌道上での性能を実証しました。この成功は、インドの衛星メ
ーカーがこれまで輸入に頼っていたバッテリーシステムに代わる、国内製の信頼でき

る選択肢を提供することを意味します。PowerBank-50は、リチウムイオン電池セル、
バッテリー管理システム、ヒーター、アルミニウムエンクロージャを統合し、低軌道
（LEO）で最大5年間のミッション寿命を持つよう設計されており、インドの宇宙産業

の自立に大きく貢献します。

公開日 2026年07月31日  Electronics For You  インド



詳細

主要成果

インドのHyderabadに拠点を置くスタートアップTakeMe2Spaceは、同社が開発した
「PowerBank-50」衛星電池パックがSkyroot AerospaceのVikram-1ミッションにおいて
初の宇宙飛行に成功し、軌道上での機能と性能を実証したと発表しました。この快挙
は、インドの宇宙産業における重要なマイルストーンであり、国産宇宙部品のサプライ
チェーン強化に貢献します。

技術・臨床詳細

「PowerBank-50」は、低軌道（LEO）での最大5年間のミッション寿命を想定して設計
された、高度なリチウムイオン電池パックです。主要な構成要素として、高エネルギー
密度のリチウムイオン電池セル、精密なバッテリー管理システム（BMS）により過充
電・過放電・過電流・過熱から保護され、宇宙の極限温度変化に対応するためのヒータ
ー、そして堅牢なアルミニウムエンクロージャが挙げられます。BMSは、各セルの電
圧、電流、温度を常時監視し、最適な充放電サイクルを維持することで、電池パック全
体の安全性と効率、長寿命化を保証します。Vikram-1ミッションにおける軌道上での性
能データは、PowerBank-50が宇宙の厳しい環境下で安定した電力供給能力を持つこと
を明確に示しました。

背景・業界文脈

これまで、インドの衛星メーカーや宇宙機関は、高性能な宇宙グレードバッテリーシス
テムを主に海外からの輸入に依存していました。これは、サプライチェーンの脆弱性、
コスト、リードタイム、および技術移転の制約といった課題を抱えていました。
PowerBank-50の成功は、これらの課題に対する国産ソリューションを提供し、インド
の宇宙開発プログラム「アトマニルバー・バーラト（自立したインド）」構想に合致す
るものです。この「フライトヘリテージ」（実際に宇宙で運用された実績）の獲得は、
新しい宇宙部品メーカーにとって、信頼性を証明する上で極めて重要であり、今後の国
内外の契約獲得に大きな強みとなります。



今後の展望

PowerBank-50の成功は、TakeMe2Spaceにとって、インド国内および国際市場における
新たなビジネス機会を創出する基盤となります。国産バッテリーシステムの提供によ
り、インドは衛星製造コストを削減し、開発サイクルを短縮できるでしょう。将来的に
は、より高出力、長寿命、または特殊なミッション要件に対応するバッテリーパックの
開発が進められる可能性があります。この技術の進化は、地球観測衛星、通信衛星、科
学探査機など、多岐にわたるインドの宇宙ミッションの自立と拡大を支援し、グローバ
ルな宇宙産業におけるインドの存在感を一層高めることが期待されます。

元記事: https://www.electronicsforu.com/news/satellite-battery-completes-first-space-mission

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.electronicsforu.com/news/satellite-battery-completes-first-space-mission


#43 NASAのCAPSTONE 02ミッション、2027年に月軌道
で自律航行と通信技術を実証しアルテミス計画を支援

概要

NASAは、2027年に打ち上げ予定のCAPSTONE 02ミッションを通じて、月周辺空間で
のランデブーおよび近接運用、自律航行、そしてシスルナー（月軌道）通信の先進技
術を実証すると発表しました。このミッションは、NASAのアルテミス（Artemis）プ

ログラムと将来の月面基地をサポートするため、月および深宇宙ミッションに不可欠
な情報を提供することを目的としています。CAPSTONE 02は、2機の同一の小型宇宙
船を使用し、軌道上での相対航行技術を成熟させ、将来の月探査およびインフラ開発

に貢献します。

公開日 2026年07月24日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、2027年に打ち上げられるCAPSTONE 02ミッションを通じて、月周辺空間にお
けるランデブー・近接運用（RPO）、自律航行、およびシスルナー（月軌道）通信とい
った一連の先進技術を実証すると発表しました。このミッションは、人類を再び月へ送
り込むアルテミス計画の長期的な成功と、将来の月面基地建設に向けた重要な技術的基
盤を確立することを目的としています。

技術・臨床詳細

CAPSTONE 02ミッションでは、2機の同一設計の小型宇宙船が使用され、これらが月軌
道上で互いに接近・分離するランデブーおよび近接運用を行います。この技術は、月周
回宇宙ステーション「ゲートウェイ」への補給船ドッキングや、月面でのモジュール組
み立て、さらには軌道上での燃料補給など、将来の複雑なミッションには不可欠です。
同時に、宇宙船は地球からのリアルタイム制御に頼らず、自律的に航行軌道を計算・修
正する能力を実証します。これは、通信遅延が避けられない深宇宙探査において、ミッ
ションの効率性と安全性を飛躍的に向上させる鍵となります。また、シスルナー空間に
おける新しい通信プロトコルとネットワークアーキテクチャの試験も行われ、月面基地
と地球間のデータ伝送効率と信頼性を高めることを目指します。これらの技術は、GPS

が存在しないシスルナー空間での精密な位置特定とナビゲーションの確立にも寄与しま
す。

背景・業界文脈

NASAのアルテミス計画は、2020年代後半から人類の月面長期滞在と火星への足がかり
を築くことを目指す野心的なプログラムです。この計画の成功には、月軌道と月面にお
ける持続的な運用能力が不可欠であり、ランデブー、自律航行、信頼性の高い通信とい
った技術は、その中核を成します。従来の宇宙ミッションと比較して、アルテミス計画
はより複雑で自律性の高いシステムを要求しており、CAPSTONE 02のような技術実証ミ
ッションは、これらの新技術が実運用に耐えうるかを検証する上で極めて重要です。



今後の展望

CAPSTONE 02ミッションで得られるデータと経験は、アルテミス計画の今後のフェー
ズ、特に有人月面着陸や月面基地の建設において直接的に活用されます。実証された技
術は、宇宙飛行士の安全性を高め、ミッションの柔軟性を向上させるだけでなく、将来
の深宇宙探査に向けた新たな道筋を開くでしょう。さらに、これらの技術は、商業宇宙
企業による月面輸送や資源探査といった活動にも応用され、シスルナー経済圏の発展を
加速させる可能性を秘めています。CAPSTONE 02は、人類が宇宙のフロンティアをさら
に拡大するための、確かな一歩となることが期待されています。

元記事: https://www.nasa.gov/directorates/rtmd/nasa-announces-new-spacecraft-technology-

demonstration-mission-at-moon/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/directorates/rtmd/nasa-announces-new-spacecraft-technology-demonstration-mission-at-moon/
https://www.nasa.gov/directorates/rtmd/nasa-announces-new-spacecraft-technology-demonstration-mission-at-moon/


#44 中国、「Xingshu（スターハブ）」ネットワークでAI
時代に対応した宇宙ベースのコンピューティング能力を強
化

概要

中国は、人工知能（AI）時代に対応するため、衛星をインテリジェントなコンピュー

ティングプラットフォームに変える新たな宇宙ベースのコンピューティングネットワ
ーク「Xingshu（スターハブ）」を展開しています。このネットワークは、最終的に約
1,000機の衛星で構成され、軌道上で直接データを処理・分析することで、エネルギ

ー、海運、金融などの政府、研究者、企業向けにオンデマンドのコンピューティング
サービスを提供します。宇宙ベースのコンピューティングは、衛星が「機能する衛
星」から「コンピューティングとAI機能を備えたインテリジェントな衛星」へと進化

させ、リアルタイムでの情報処理、分析、応答を可能にします。

公開日 2026年07月27日  CIO  中国



詳細

主要成果

中国は、人工知能（AI）時代におけるデータ処理の需要に対応するため、衛星を高度な
コンピューティングプラットフォームへと進化させる新しい宇宙ベースのコンピューテ
ィングネットワーク「Xingshu（スターハブ）」を展開しています。このネットワーク
は、軌道上で直接データを処理する能力を飛躍的に向上させ、地球上の様々な産業にリ
アルタイムのインテリジェントサービスを提供することを目指します。

技術・臨床詳細

「Xingshu」ネットワークは、最終的に約1,000機の低軌道（LEO）衛星で構成される予
定であり、各衛星は強力なプロセッサとAIアクセラレータを搭載し、エッジコンピュー
ティングノードとして機能します。これにより、地球観測衛星が取得した大量の画像デ
ータやセンサーデータを、地上局へ伝送する前に軌道上で直接処理・分析することが可
能になります。例えば、森林火災の検知、海洋汚染の監視、農業生産性の予測などにお
いて、異常検知やパターン認識をリアルタイムで実行し、即座に地球上のユーザーに価
値ある情報を提供できます。このオンデマンドのコンピューティングサービスは、エネ
ルギー、海運、金融、災害管理といった幅広い分野の政府機関、研究者、および企業に
提供される予定です。通信衛星との連携により、処理されたデータの高速伝送も実現さ
れます。この技術は、衛星の役割を単なるデータ収集装置から、高度なAI推論と意思決
定能力を持つ「インテリジェントな衛星」へと進化させます。

背景・業界文脈

従来の衛星システムでは、収集された生データは地球上のデータセンターに送られ、そ
こで処理・分析されていました。しかし、このアプローチは、データ量の増大、通信帯
域の限界、そして地球と衛星間の通信遅延（特に深宇宙ミッションの場合）といった課
題を抱えています。特に、IoTデバイスや5G/6G通信ネットワークの普及により、宇宙空
間でのリアルタイムデータ処理の需要は高まる一方です。中国は、国家戦略として宇宙
技術の自立と先端化を推進しており、米国をはじめとする他国の宇宙大国との競争にお
いて、宇宙ベースのコンピューティング能力を強化することは極めて重要であると認識
しています。



今後の展望

「Xingshu」ネットワークの展開は、中国の宇宙経済とデジタル経済の発展に大きな影
響を与えるでしょう。このインフラが完全に稼働すれば、宇宙からのデータがより迅速
かつインテリジェントに活用され、地球上の多くの産業に新たなビジネス機会と効率化
をもたらします。将来的には、このネットワークが、宇宙空間での自律的な製造、資源
探査、宇宙旅行などの活動を支える基盤となる可能性も秘めています。中国は、宇宙ベ
ースのAIコンピューティングを戦略的フロンティアと位置付け、その技術的優位性を確
立することで、グローバルな宇宙競争におけるリーダーシップを目指していくものと見
られます。この取り組みは、宇宙技術の進化が人類社会にもたらす変革の兆しを示して
います。

元記事: https://www.cio.com/article/4201938/when-satellites-become-ai-agents-space-data-centers-

become-the-next-ai-frontier.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cio.com/article/4201938/when-satellites-become-ai-agents-space-data-centers-become-the-next-ai-frontier.html
https://www.cio.com/article/4201938/when-satellites-become-ai-agents-space-data-centers-become-the-next-ai-frontier.html


#45 CaltechとSophia Space、軌道上データセンター向け
受動冷却システムで特許取得、2028年販売開始へ

概要

カリフォルニア工科大学（Caltech）と軌道上宇宙コンピューティングのスタートアッ
プSophia Spaceは、軌道上データセンター向けの革新的な冷却システムに関する特許
を取得しました。このシステムは、タイルベースのモジュール式アーキテクチャを採

用し、宇宙船の太陽光を浴びる側で太陽電池から電力を得つつ、影になる側から余分
な熱を宇宙空間に放射することで、受動的な冷却を実現します。Sophia Spaceは2028

年に「TILE」システムとその関連部品の販売を開始し、2029年から2030年頃に4～6機

の衛星からなるコンステレーションでシステム能力の軌道上テストを行う予定です。

公開日 2026年07月30日  The Star  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア工科大学（Caltech）と軌道上宇宙コンピューティングのスタートアッ
プであるSophia Spaceは、軌道上データセンター向けの効率的な受動冷却システムに関
する特許を取得しました。この革新的な技術は、宇宙空間における高性能コンピューテ
ィングの熱管理という長年の課題を解決するものです。

技術・臨床詳細

特許取得された冷却システムは、タイルベースのモジュール式アーキテクチャを採用し
ており、各タイルが独立した冷却機能を持つことが特徴です。このシステムは、宇宙船
の設計に合わせて柔軟に拡張・構成が可能です。冷却の核心は、受動的な熱放射メカニ
ズムにあります。具体的には、システムは宇宙船の太陽光が当たる側で太陽電池から電
力を生成し、この電力を使ってコンピューティングユニットを駆動します。同時に、デ
ータセンター内で発生した余分な熱は、宇宙船の影になる側、すなわち太陽光が直接当
たらない低温の側面から、効率的に宇宙空間へと放射されます。このプロセスは、ヒー
トパイプや放射パネルといった受動的なコンポーネントを組み合わせることで実現さ
れ、能動的な冷却システムに比べて消費電力や機械的複雑性を大幅に削減します。この
ような受動冷却は、宇宙環境における長期的な信頼性向上に不可欠であり、故障リスク
の低減にも貢献します。

背景・業界文脈

近年、地球観測、通信、科学研究など、様々な宇宙ミッションにおいて、軌道上でのデ
ータ処理（エッジコンピューティング）の需要が急速に高まっています。しかし、宇宙
空間は熱を放散する対流がないため、電子機器の熱管理は極めて困難な課題です。従来
の衛星は、限られたコンピューティング能力しか持たず、大量のデータを処理するには
地球への伝送が必要でした。これにより、通信遅延や帯域幅の制約が生じていました。
軌道上データセンターは、これらの課題を解決し、リアルタイム処理やAI推論を宇宙空
間で直接行うことを可能にしますが、その実現には効率的で信頼性の高い冷却システム
が不可欠です。CaltechとSophia Spaceの特許は、この分野の技術的ボトルネックを解消
する重要な一歩となります。



今後の展望

Sophia Spaceは、この「TILE」システムとその関連部品の販売を2028年に開始する計画
です。さらに、2029年から2030年頃には、4～6機の小型衛星で構成されるコンステレ
ーションを打ち上げ、この冷却システムおよび軌道上データセンター全体の能力を宇宙
空間で実証する予定です。この技術が成功すれば、宇宙におけるデータ処理能力が飛躍
的に向上し、より複雑なAIアルゴリズムの実行や、リアルタイムでの地球観測データの
分析、さらには深宇宙探査における自律性の向上に貢献します。最終的には、宇宙を新
たなデータセンターハブとして確立し、地球上のデジタル経済を補完する新たなインフ
ラを構築する可能性を秘めています。これは、宇宙とAIの融合がもたらす未来の姿を描
くものです。

元記事: https://www.thestar.com.my/tech/tech-news/2026/07/31/ai-data-centres-in-space-a-system-to-

cool-chips-could-help

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thestar.com.my/tech/tech-news/2026/07/31/ai-data-centres-in-space-a-system-to-cool-chips-could-help
https://www.thestar.com.my/tech/tech-news/2026/07/31/ai-data-centres-in-space-a-system-to-cool-chips-could-help


#46 Kepler Communications、欧州セールスディレクタ
ー募集で軌道上コンピューティングとデータ中継サービス
を欧州で拡大

概要

リアルタイム軌道上接続性のリーディングカンパニーであるKepler Communications

は、欧州におけるセールスディレクターを募集しており、欧州市場での事業拡大を加
速させることを発表しました。同社は現在、33機の衛星を軌道上に展開し、世界初の
商用光データ中継コンステレーションを運用しており、高度な軌道上コンピューティ

ングとホストペイロード機能をサポートしています。この役職は、国防および商業顧
客向けにケプラーの安全で低遅延の宇宙ネットワークと高度なコンピューティングを
活用する顧客関係と戦略的獲得活動を主導するもので、欧州の宇宙産業における同社

のプレゼンスを強化する狙いがあります。

公開日 2026年07月25日  Arbeitnow  カナダ



詳細

主要成果

Kepler Communicationsは、欧州市場におけるセールスディレクターの募集を開始し、
同地域での事業拡大を加速させることを発表しました。同社は既に33機の衛星を運用
し、初の商用光データ中継コンステレーションを通じて、リアルタイムの軌道上接続性
と高度な軌道上コンピューティングサービスを提供しています。

技術・臨床詳細

Kepler Communicationsが運用する衛星コンステレーションは、Kaバンド無線通信と光
学（レーザー）通信技術を組み合わせて、低遅延かつ高帯域幅のデータ中継サービスを
提供します。特に、光学通信は、無線周波数（RF）通信に比べて、干渉が少なく、より
高いデータレートを実現できるという利点があります。これにより、地球観測衛星、
IoTデバイス、さらには深宇宙ミッションからの膨大なデータを迅速に地球に中継する
ことが可能です。また、同社の衛星は、オンボードコンピューティング能力も備えてお
り、顧客のペイロード（ホストペイロード）を搭載することで、軌道上でのデータ処理
やAI推論を可能にし、地球へのデータ伝送負荷を軽減します。この技術は、宇宙でのエ
ッジコンピューティングを可能にし、リアルタイムの意思決定と自律運用をサポートす
る基盤となります。

背景・業界文脈

世界の宇宙産業は、衛星データ通信と軌道上コンピューティングの需要が急速に増加し
ています。特に、地球観測データのリアルタイム性向上、IoT衛星ネットワークの拡
大、そして国防分野におけるセキュアな宇宙通信の必要性から、高信頼性で低遅延のデ
ータ中継サービスが強く求められています。Kepler Communicationsは、この成長市場
において、革新的な光データ中継技術と軌道上コンピューティング能力で先行してお
り、欧州市場への本格参入は、グローバルなプレゼンスを強化し、宇宙サービスプロバ
イダーとしての競争力を高める戦略的な動きです。



今後の展望

欧州でのセールスディレクターの採用は、Kepler Communicationsが欧州の国防機関、
政府機関、および商業顧客との関係を深め、同社の宇宙ネットワークとコンピューティ
ングソリューションを彼らのニーズに合わせてカスタマイズする機会を創出します。こ
れにより、欧州の宇宙産業における同社の市場シェアが拡大し、新たなパートナーシッ
プやプロジェクトの獲得が期待されます。将来的には、この欧州市場での成功が、さら
なるグローバル展開の足がかりとなり、宇宙空間におけるデータ通信とコンピューティ
ングの未来を形作る主要なプレイヤーとしての地位を確立するでしょう。Kepler

Communicationsの技術は、宇宙経済の発展と、より広範なデジタル接続性の実現に貢
献します。

元記事: https://www.arbeitnow.com/jobs/companies/kepler/director-of-sales-europe-germany-348581
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#47 Northrop Grumman、軌道上での衛星サービス向け
ロボット宇宙船MRVを打ち上げ、MEPとPRMを搭載

概要

Northrop Grummanは、軌道上での衛星サービスミッション向けに設計された自律型
ロボット宇宙船「Mission Robotic Vehicle（MRV）」を打ち上げました。MRVは、ロボ
ットアームと専用ツールを搭載し、衛星の検査、再配置、修理、アップグレード、寿

命延長といった多様なサービスを提供します。この宇宙船は、推進力増強のためのミ
ッション延長ポッド（MEP）や、将来的な軌道上給油を可能にする受動的給油モジュ
ール（PRM）をサポートする機能を持ち、商業および国防宇宙組織が宇宙船の運用上

の柔軟性と寿命を向上させるための取り組みを拡大します。

公開日 2026年07月23日  Apogee Magazine  アメリカ



詳細

主要成果

Northrop Grummanは、軌道上での広範な衛星サービスミッションを目的とした自律型
ロボット宇宙船「Mission Robotic Vehicle（MRV）」を成功裏に打ち上げました。この
MRVは、衛星の寿命延長やアップグレード、修理などを可能にし、商業および国防分野
の宇宙資産の運用効率を大幅に向上させるものです。

技術・臨床詳細

MRVは、高度なロボットアームと多種多様な専用ツールを搭載しており、軌道上で精密
な作業を行うことができます。その主要な機能には、故障した衛星の検査と診断、軌道
変更による再配置、損傷した部品の修理、ソフトウェアやハードウェアのアップグレー
ド、および推進剤補給による寿命延長が含まれます。特に注目すべきは、ミッション延
長ポッド（MEP）と受動的給油モジュール（PRM）のサポートです。MEPは、推進剤が
枯渇した衛星にドッキングし、追加の推進力を提供することで、衛星の運用寿命を数年
間延長します。PRMは、将来的な軌道上給油技術の実現に向けた受動的なインターフェ
ースを提供し、燃料切れが近い衛星に燃料を補給することで、さらに長期間の運用を可
能にする潜在力を持っています。MRVの自律機能は、複雑なランデブーおよび近接運用
を安全かつ効率的に実行するために不可欠です。

背景・業界文脈

近年、宇宙空間における資産（衛星など）への投資は増大していますが、それらの衛星
は一度軌道に投入されると、修理やアップグレードが不可能であるという制約がありま
した。これにより、高価な衛星が故障したり、燃料が尽きたりすると、ミッションが終
了してしまうという非効率性が存在していました。軌道上サービス（On-Orbit

Servicing, OOS）は、この課題を解決し、宇宙資産の価値を最大化するための次世代技
術として期待されています。Northrop GrummanのMRVの打ち上げは、OOS分野におけ
る技術的成熟度を高め、宇宙利用の新たなパラダイムを切り開くものとして、業界内外
から大きな注目を集めています。これは、持続可能で経済的な宇宙利用の実現に向けた
重要な一歩です。



今後の展望

MRVの運用開始は、商業および国防分野における宇宙組織にとって、宇宙船の寿命延
長、運用上の柔軟性の向上、およびインフラとしての宇宙利用の最適化を可能にしま
す。この技術は、衛星コンステレーションの管理、宇宙デブリの除去、新たな軌道上製
造能力の開発など、多岐にわたる未来の宇宙活動の基盤となるでしょう。Northrop
Grummanは、このMRVプログラムを通じて、軌道上サービスのリーディングプロバイ
ダーとしての地位を確立し、宇宙経済の発展に貢献することを目指します。将来的に
は、より高度なロボット技術とAIを統合し、さらに複雑な軌道上作業を自律的に実行で
きる次世代型OOSプラットフォームの開発が進められることが予想されます。MRVは、
宇宙における「メンテナンス革命」の先駆けとなるでしょう。

元記事: https://apogee-magazine.com/latest-news/versatile-space-tool-promises-to-usher-in-

commercial-on-orbit-servicing/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#48 Redwireが最先端の宇宙対応R&D・製造施設をオープ
ン、宇宙産業の生産能力を加速

48_Redwireが最先端の宇宙対応R&D・製造施設をオープン、宇宙産業の生産能力を加速

概要

Redwireは、宇宙対応の研究開発および製造を加速するための最先端施設を新たに開設
しました。この施設は、宇宙空間での付加製造（3Dプリンティング）、バイオプリン
ティング、先進材料開発など、多岐にわたるインスペースアプリケーションをサポー

トします。新施設の稼働により、Redwireは商業および政府機関の宇宙ミッション向け
に、効率性とスケールを向上させた製品とサービスを提供することが可能になりま
す。これは、軌道上製造能力の向上と宇宙経済の成長に不可欠な一歩です。

公開日 2026年07月26日  Building Indiana Business  アメリカ



詳細

主要成果

Redwireは、宇宙対応の研究開発（R&D）および製造能力を加速させるため、最先端の
新施設をオープンしました。この戦略的な拡張は、軌道上製造の商業化を推進し、多様
な宇宙ミッション向けに革新的なソリューションを提供するRedwireの能力を強化しま
す。

技術・臨床詳細

新施設は、高度なロボティクス、自動化システム、および厳格なクリーンルーム環境を
備えており、宇宙空間で機能する高精度部品やシステムの開発・製造に特化していま
す。主要な技術分野には、金属および複合材料の付加製造（3Dプリンティング）が含ま
れ、これにより複雑な部品をオンデデマンドで、かつ材料の無駄を最小限に抑えて製造
することが可能です。また、バイオプリンティング技術も導入されており、微小重力環
境下での組織工学や再生医療研究に応用される可能性があります。さらに、耐放射線性
材料や熱管理ソリューションなど、宇宙環境に特化した先進材料の開発と試験も行われ
ます。この施設では、地上での厳しい宇宙環境シミュレーション試験も実施され、製品
の信頼性と性能が保証されます。これにより、商業衛星、深宇宙探査機、および有人宇
宙ミッション向けの多様なコンポーネントとシステムを効率的に生産できる体制が整い
ます。

背景・業界文脈

宇宙産業は、低コストでの打ち上げ機会の増加と、軌道上でのサービス・製造の実現可
能性が高まることで、パラダイムシフトの真っ只中にあります。特に軌道上製造は、地
球からの部品供給に比べて、打ち上げコストの削減、サプライチェーンの簡素化、およ
び宇宙空間での緊急修理やカスタマイズの可能性を提供するため、大きな注目を集めて
います。Redwireは、長年にわたり国際宇宙ステーション（ISS）での実験や商業活動を
通じて、この分野のパイオニアとしての地位を確立してきました。今回の新施設開設
は、この知見と経験を地上での生産能力にフィードバックし、宇宙経済の成長を支える
ための重要なインフラ投資となります。



今後の展望

この最先端施設のオープンは、Redwireが宇宙対応の技術と製品をより迅速に市場に投
入することを可能にし、商業宇宙市場および政府機関の宇宙プログラムにおける競争力
を高めるでしょう。将来的には、月や火星での有人ミッションを支援するための現地資
源利用（ISRU）技術や、より大規模な宇宙構造物の軌道上組み立てなど、さらに野心的
なプロジェクトへの貢献が期待されます。Redwireは、この施設を通じて、宇宙産業全
体のイノベーションを加速させ、宇宙空間での人類の活動範囲を拡大する上で中心的な
役割を果たすことを目指します。これは、宇宙を新たなフロンティアとして商業化し、
地球上の課題を解決するための技術的基盤を構築する重要な一歩となります。

元記事: https://buildingindiana.com/stories/redwire-opens-state-of-the-art-facility-to-accelerate-space-

enabled-rd-and-manufacturing,90468
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